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東御廻り.com
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平成 26 年度施政方針
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100号
記念特集 南城市と同じ歳 平成 18年生まれの

百名小学校の仲良し3人組が
『南城市軽トラ朝市』を取材しました!!

私た
ちが

取材
しま
した

大城唯愛さん
仲村二胡さん

徳本　柊さん
兼濱昇一先生

安里昌重さん

津波フミさん

シャッ
ター

チャン
ス !!

おはようございます。
ここでは何を販売しているんですか？

サニーレタス
パパイヤなどの
野菜を販売しています。

いつ採れたんですか？

昨日のお昼に収穫したばかりの
新鮮な野菜だよ !!

朝市の様子を撮影しました。

今日は何を
買いましたか？

モズクやアーサ、
玉ネギとトマトを買いました。
みんな新鮮でいいものばかりでした。
また買い物に来たいです。

取材を終えて…
大城唯愛さん「とっても緊張しました。特に、相手に取材をしてい

いいかどうかを聞くのは大変でした」

仲村二胡さん「聞きながらメモをするのが難しかったです。取材し
た記事が完成したら家族に見せたいです」

徳本　柊さん「初めて一眼レフカメラで写真を撮りました。撮影は
とても楽しくて、またやりたいです」

取材
メモ

取材
メモ

取材
メモ

取材
メモ

取材
メモ

取材
メモ

ゆ  あ

に  こ

しゅう

新
鮮
な

野
菜が
いっぱ

いあるなん♪

02

平成18年5月号
4月12日、知念小学校1年生を対象
に交通安全運動が開催されました。

平成18年4月号
3月25日、あざまサンサンビーチで
本島で一番早い海開きが行われ、約
800人の来場者で賑わいました。

平成18年3月号
初代南城市長に当選した古謝景春氏へ当選証書が
付与されました。『日本一元気で魅力ある南城市の
実現を目指しますと』あいさつしました。

平成18年2月号
南城市初の成人式。1月5日に知念地区で、
1月8日に佐敷・玉城・大里地区で成人式が
行われ、688名の新成人が誕生しました。

平成18年1月号
平成18年1月1日　旧佐敷町・旧
知念村・旧玉城村・旧大里村の4町
村が合併し、南城市が誕生しました。
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新
鮮
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いっぱ
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平成18年10月号
敬老の日にあわせて、市内の新100
歳の皆さまを慶祝訪問しました。

平成18年9月号
大城区で豊年祭が開催され、勇壮な
旗頭が披露されました。

平成18年8月号
夏休みの屋外プールでは、水泳や水
遊びを楽しむ親子で賑わいました。

平成18年7月号
6月24日・25日の両日、東御廻り2006国際ジョイアスロ
ンin南城市が開催され、836名の参加者がサイクリング、
ウォーキング、スイムウォークを楽しみました。

平成18年6月号
旧暦5月4日（ユッカヌヒー）にあた
る5月30日、平成18年度奥武島ハー
リーが盛大に開催されました。
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平成19年3月号
シュガーホールをメイン会場に、南
城市誕生1周年記念式典が開催され
ました。

平成19年2月号
1月28日、玉城青少年の家を発着点に『第12
回視覚障害者マラソン沖縄大会』が開催され、
1,205名のランナーが完走・完歩しました。

平成19年1月号
第9回うふざとﾇムーチーさいin南
城が開催され、「ムーチー」発祥の地・
大里をアピールしました。

平成18年12月号
第5回尚巴志ハーフマラソンin南城
市が開催され、6,552名のランナー
が完走しました。

平成18年11月号
南城市『市章デザイン』が決定。合併
により未来に向かって躍進する元気
な市民を表現したデザインです。

平
成
26
年
度

南
城
市
施
政
方
針

は
じ
め
に

平
成
26
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、日
々
の
ご
精
励
に

対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、市
政
運
営
に
あ

た
っ
て
所
信
の
一
端
と
、平
成
26
年
度
当
初
予

算
案
に
お
け
る
主
要
施
策
等
の
概
要
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
、議
員
各
位
並
び
に
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

私
は
、市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持
、ご
支

援
を
い
た
だ
き
３
期
目
の
市
政
運
営
を
任
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
２

期
８
年
間
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」を
目
指
し
た
市
政
運
営
に
取
り
組
み
、

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も
着
実
に
進
展
し
、南
城

市
の
礎
は
で
き
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、教
育
・
文
化
の
充
実
、社
会

資
本
や
産
業
基
盤
の
整
備
、体
験
滞
在
交
流
型

観
光
の
振
興
、福
祉
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、防
災
対
策
、健
康

長
寿
の
推
進
な
ど
、幾
多
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
実
行
力
、長
年
の

行
政
経
験
で
培
っ
て
き
た
経
営
感
覚
と
人
脈
を

生
か
し
、「
誇
り
と
希
望　

安
ら
ぎ
と
生
き
が

い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民
主
役
の
平
和
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。「
市

民
と
共
に
つ
く
る
、市
民
の
た
め
の
市
政
」を
基

本
姿
勢
に
、新
た
な
時
代
の
進
展
を
的
確
に
と

ら
え
、創
造
性
と
個
性
豊
か
な
行
政
の
確
立
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
の
暮
ら

し
を
第
一
に
考
え
、地
域
特
性（
自
然
・
歴
史
・

文
化
）を
最
大
限
に
活
か
し
た「
日
本
一
元
気
で

魅
力
あ
る
南
城
市
」を
推
進
す
る
た
め
に
、３
つ

の
基
本
理
念
と
、７
つ
の
基
本
政
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

平
成
26
年
度
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
活
か
し
、さ
ら
な
る

南
城
市
の
発
展
に
向
け
て
飛
躍
す
る
た
め
、３

つ
の
基
本
理
念
で
あ
る

⑴
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り

⑵
夢
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

⑶
人
と
自
然
、文
化
が
調
和
し
た
温
も
り
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

構
想
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る「
共
存
」「
共
助
」

「
共
栄
」の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

①
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ

く
り

②
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り

③
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿（
健
康
・
福
祉
）の
ま

ち
づ
く
り

④
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ

く
り

⑤
安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

⑥
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

⑦
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、「
誇
り
と
希
望
、安
ら
ぎ
と
生
き

が
い
に
満
ち
た
風
格
あ
る
南
城
市
」を
つ
く
る

た
め
、市
民
と
共
に
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の

重
点
施
策
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、平
成
26
年
度
の
重
点
的
な
施
策

に
つ
い
て
、７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、そ
の

概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、農
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
国
は
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」を
と
り
ま
と
め
、農
業
を
足
腰
の

強
い
産
業
と
し
て
い
く
た
め
の
政
策
と
、農
業
・

農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を

図
る
た
め
の
政
策
を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進

し
、関
係
者
一
体
と
な
っ
て
、課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、農
地
中
間
管
理
機
構
の
制
度

化
を
含
め
た
関
係
法
令
を
整
備
し
、創
意
工
夫

に
富
ん
だ
農
業
経
営
者
が
存
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、地
域
一

体
と
な
っ
て
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を
維

持
・
発
揮
し
、「
強
い
農
林
水
産
業
」を
創
り
上
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平成19年8月号
夏の風物詩。奥武島にてトビイカの
天日干しが行われました。

平成19年7月号
旧暦ユッカヌヒーにあたる6月18
日、豊漁と航海安全を願って市内各
地でハーリーが行われました。

平成19年6月号
『右みて！左みて！右みて！』と元気
な声で安全確認。玉城幼稚園で交通
安全教室が行われました。

平成19年5月号
市内の小学校・幼稚園で入園・入学
式が行われ、新入生が新しい一歩を
踏み出しました。

平成19年4月号
市民憲章、市の花（ハイビスカス）、市の木（リュウ
キュウコクタン）、市の花木（クチナシ）、市の魚

（ミーバイ）、市の貝（サザエ）が決定しました。

げ
る
と
し
て
お
り
、農
林
水
産
業
に
対
し
て
強

い
決
意
で
臨
む
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や
農
業
経
営
の

効
率
化
を
進
め
る
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、本
市
の
地
域
特
性
に
あ
っ
た
、

生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
仕
組
み
づ
く
り
や
地
元

資
源
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、将

来
に
夢
が
託
せ
る
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
る
中
、本
市
の
農
業
に
お
い
て

も
、競
争
力
に
強
い
安
全
で
安
心
な
も
の
づ
く

り
を
目
指
し
、他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
で
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
性
を
高
め
高
付
加
価
値

を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、平
成
25
年
度
は
、第
21
回
全
国

ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
大
会
、ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
南
城
市
で
開
催
さ
れ
、ハ
ー
ブ
の
ま
ち

づ
く
り
の
き
っ
か
け
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
を

引
き
金
に
新
た
な
地
域
産
業
と
し
て
の
農
業
振

興
や
観
光
振
興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、そ
の
取
り
組
み
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
地
域
特
産
品
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年

度
一
括
交
付
金
活
用
の
地
域
特
産
品
販
売
促
進

計
画
策
定
事
業
で
、沖
縄
南
城
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

認
定
制
度
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、認

定
制
度
を
活
用
し
南
城
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
の
確

立
及
び
販
売
促
進
、知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

農
地
法
の
大
幅
な
改
正
に
よ
り
、農
地
の
効

率
的
な
利
用
促
進
が
図
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
優
良
農
地
の
保

全
・
確
保
に
努
め
、か
ん
が
い
排
水
事
業
や
農

道
整
備
等
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、担
い
手
の
育
成
、農
用
地
の
利
用

集
積
、農
業
経
営
の
法
人
化
の
推
進
等
、農
業
構

造
を
改
善
し
、経
営
の
安
定
と
生
産
性
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）」に
基
づ
き
、青
年
新
規
就
農
者
へ

５
年
以
内
農
業
開
始
型
給
付
金
と
し
て
年
間

１
５
０
万
円
の
給
付
金
の
継
続
、新
規
就
農
一

貫
支
援
事
業
等
、担
い
手
人
材
を
育
成
す
る
支

援
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、平
成
26

年
度
も
引
き
続
き
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
で

農
道
の
整
備
や
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
域
内
の
未
舗

装
農
道
は
、平
成
27
年
度
ま
で
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
へ
全
路
線
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、畑
地
か
ん
が
い
排
水
施
設
は
、こ
れ
ま
で

山
里
地
区
外
２
地
区
が
供
用
開
始
さ
れ
、県
営

の
雄
樋
川
地
区
と
吉
富
地
区
が
事
業
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、県
営
の
中
山
・

志
堅
原
地
区
及
び
市
営
の
大
城
地
区
、百
名
地

区
の
事
業
採
択
、事
業
実
施
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
で

安
定
し
た
農
業
用
水
を
確
保
し
、作
物
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
を
促
進

し
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。畜

産
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら

新
た
に
一
括
交
付
金
事
業
導
入
に
よ
る
、優
良

繁
殖
牛
リ
ー
ス
支
援
事
業
を
計
画
し
、肉
用
牛

繁
殖
基
盤
の
改
良
増
殖
と
生
産
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、悪
臭
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
引
き
続
き
関
係
者
と
協
力
し
、改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
与
那
原
店
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
南

城
大
里
店
、南
城
市
地
域
物
産
館
の
開
館
に
よ

り
、農
水
産
物
の
販
路
拡
大
に
一
役
を
担
う
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

地
産
地
消
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
、市
内
学
校
給
食
等
へ
の
農
水
産
物
の

提
供
を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、安
全
・

安
心
な
水
産
物
の
安
定
的
な
供
給
に
向
け
漁
港

機
能
保
全
計
画
や
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し

た
水
産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、つ
く
り
育
て
る
漁
業
や
体
験
型
漁
業

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、平
成
26

年
度
完
成
予
定
の
奥
武
島
体
験
交
流
施
設（
お

魚
セ
ン
タ
ー
）の
整
備
に
よ
り
、漁
業
体
験
の
実

施
な
ど
新
た
な
取
組
み
で
水
産
業
の
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、市
内
企
業
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、経
営
体

質
の
改
善
・
強
化
、技
術
力
な
ど
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市
商
工
会

と
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
経
営
安
定
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
軸
と
し
て
、沖
縄
県
雇
用
創
出
基

金
事
業
や
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
を

活
用
し
、一
層
の
雇
用
創
出
・
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、南
城
市
地
域
雇

用
創
造
協
議
会
が
厚
生
労
働
省
か
ら
事
業
認
定

を
受
け
、平
成
25
年
12
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

企
業
が
必
要
と
し
て
い
る
人
材
の
育
成
、雇
用

創
出
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、南
部
東
道
路
や
那

覇
空
港
の
拡
張
及
び
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
、交

通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、本
市
の
地

理
的
優
位
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
を
見

据
え
、本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可

能
な
優
良
企
業
の
誘
致
に
向
け
取
り
組
み
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、観
光
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

琉
球
開
闢
神
話
の
里
で
あ
る
本
市
は
、神
々
の

島
久
高
島
や
世
界
文
化
遺
産
の
斎
場
御
嶽
を
中

心
と
し
た
多
く
の
歴
史
遺
産
、伝
統
文
化
、豊
か

な
自
然
を
擁
し
、貴
重
な
観
光
資
源
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

民
泊
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、南
部
６
市
町
で

構
成
す
る
沖
縄
南
部
広
域
観
光
協
会
を
中
心

に
、旅
行
業
者
や
学
校
関
係
者
、他
市
町
と
の
連

携
を
図
り
、信
頼
あ
る
民
泊
事
業
を
３
つ
の
体

験
交
流
施
設
活
用
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、４
０
８
９
人
の
修
学
旅
行

生
の
受
入
が
あ
り
、平
成
26
年
度
も
約
４
千
人

の
予
約
と
な
っ
て
お
り
、南
城
市
を
中
心
に
民
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平成20年1月号
待望の南城市歌、市民音頭が決定し
ました。

平成19年12月号
10月21日、船越区で32年ぶりとなるカ
ジマヤー祝いが行われ、森田ツルさんと百
名八重さんが区民から祝福を受けました。

平成19年11月号
10月7日、南城市健康づくりウォーキング
大会inグスクロードが開催され、200名
の参加者が心地よい汗を流しました。

平成19年10月号
豊年を祈願し、各地でヌーバレー　旧盆が終
わった旧7月16日にあたる8月28日、豊年
を祈願し各地でヌーバレーが行われました。

平成19年9月号
7月26日、斎場御嶽や南城市の歴史・精神
文化を学べる緑の館・セーファが開館か
ら26日目で入館者1万人を突破しました。

泊
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、一
括

交
付
金
活
用
で
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
に
よ
る
地
域
観

光
交
流
拠
点
施
設
整
備
を
安
座
真
区
で
実
施

し
、前
川
区
で
も
計
画
し
て
お
り
、地
域
力
で
南

城
市
の
素
晴
ら
し
い
自
然
、伝
統
・
文
化
、暮
ら

し
を
体
験
し
て
も
ら
い
、癒
し
と
感
動
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
を
行
い
、自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

し
な
い
観
光
客
や
、土
地
勘
の
な
い
観
光
客
の

移
動
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、今
後

の
観
光
客
誘
客
へ
の
可
能
性
を
探
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、南
部
東
道
路
の
佐
敷
玉
城
Ｉ

Ｃ
予
定
地
に
お
い
て
大
規
模
公
共
駐
車
場
の
整

備
計
画
を
推
進
し
、南
部
地
域
の
観
光
拠
点
及

び
交
通
ア
ク
セ
ス
結
節
点
、「
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｊ
Ｕ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
構
想
」の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
機
能
す
る
観
光
振
興
将
来
拠
点
地
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
案
内
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、「
ア
マ
ミ

キ
ヨ
浪
漫
の
会
」が
世
界
文
化
遺
産
の「
斎
場
御

嶽
」の
案
内
や
ウ
タ
キ
内
で
の
マ
ナ
ー
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
映
像
に
よ
る
紹
介
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、ガ

イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
し
、南
城
市
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
人
材
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

心
と
体
が
健
康
に
な
る
統
合
医
療
を
取
り
入

れ
た｢

南
城
ツ
ー
リ
ズ
ム｣

で
は
、企
業
の
ト
ッ

プ
ガ
ン
研
修
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、そ
の
核
と

な
る「
南
城
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
」で
は
、家
族
旅

行
難
者
向
け
の
ア
レ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー
旅
行
商
品

開
発
等
を
引
き
続
き
展
開
し
、本
市
の
魅
力
あ

る
新
商
品
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
物
産
館
に
つ
い
て
は
、南
城
市
の
特
産

品
を
中
心
に
新
商
品
開
発
や
、特
色
あ
る
食
事

の
提
供
で
来
客
者
の
満
足
度
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る

よ
う
、創
意
工
夫
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
な
ん
じ
ぃ
」

は
、そ
の
親
し
み
や
す
い
風
貌
と
仕
草
で
人
気

上
昇
中
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
26
年
度
も
地
域

物
産
館
な
ど
で
の
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
の
ほ
か
、

更
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、南
城
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
と
観
光
振
興
等
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、ふ

る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、全
て
の
市
民
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、教
育
環
境

を
整
備
し
、学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、生
涯
学
習
を
通
し
て
教
育
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
大

学
・
専
門
学
校
等
の
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
に

つ
い
て
も
、引
き
続
き
情
報
収
集
を
行
い
、誘
致

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
佐
敷
地
区
の
各
学
校
を
２
学

期
制
か
ら
３
学
期
制
に
戻
し
、市
内
全
幼
・
小
・

中
学
校
が
３
学
期
制
と
し
て
足
並
み
を
揃
え
て

教
育
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、「
食
べ
て
、動
い
て
、

よ
く
寝
よ
う
」運
動
に
よ
り
、園
児
の
生
活
リ
ズ

ム
向
上
に
成
果
が
現
れ
て
お
り
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
さ
せ
、学
び
の
基
礎
力

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、保
育

時
間
の
２
時
間
延
長
と
預
か
り
保
育
の
時
間
延

長
を
実
施
し
、保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
幼

児
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
２
年
保
育
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、施
設
の
整
備
・
充
実
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、小
学
校
・
中
学
校
の
教
育
に
つ
い
て

は
、学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も

取
組
を
更
に
充
実
さ
せ
、知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」

で
は
、４
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
立
ち
上
が
り
、地
域
が
学
校
を

支
え
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
地
域
の
力
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
仕
組

み
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
観
点
か
ら
、障
が
い
が
あ
る
児
童

生
徒
の
た
め
の
施
設
整
備
の
充
実
や
支
援
を
必

要
と
す
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
配
置
な
ど
、さ
ら
に
そ
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、こ
れ
ま
で
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、文
部

科
学
大
臣
か
ら
英
語
特
区
の
指
定
を
受
け
、生

き
た
英
語
教
育
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
３
年
間
引
き
続
き
特
区
と
し
て

英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、市
内
の
中
学
生
を
年
次
ご
と
に
米
国

ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
、ワ
シ

ン
ト
ン
州
立
大
学
に
短
期
留
学
さ
せ
、こ
れ
ま

で
１
４
０
名
余
の
留
学
生
を
派
遣
し
て
き
ま
し

た
が
、平
成
26
年
度
は
、ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学

を
は
じ
め
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
有
名
な
ゴ
ン
ザ
ー

ガ
ー
大
学
に
派
遣
先
を
変
え
、世
界
に
羽
ば
た

く
南
城
市
の
若
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
英
語
教
育
の
取
組
に
お
い
て

も
、小
中
学
生
を
対
象
に
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

立
大
学
か
ら
英
語
教
育
の
専
門
家
を
招
聘
し
、

実
施
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検

者
へ
の
支
援
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
を
更
に
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、児

童
生
徒
の
実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、学
校
、家

庭
、地
域
と
一
体
と
な
っ
た「
心
の
教
育
」や「
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」の
強
化
や
、「
深
夜
徘
徊

防
止
」、「
飲
酒
・
喫
煙
防
止
」に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
や
各

種
団
体
と
連
携
し
、子
ど
も
達
の
団
体
活
動
や

体
験
活
動
、社
会
参
加
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
交
流
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
崎
県
高
千
穂
町
と
の
交
流

体
験
事
業
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、児
童

生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
お
け
る
県
内

外
へ
の
派
遣
事
業
に
つ
い
て
も
、補
助
の
充
実

に
よ
り
さ
ら
に
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、児
童
生
徒
の
健
康
・

安
全
・
安
心
を
第
一
に
、学
習
環
境
の
創
出
と

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
、佐
敷
幼
稚
園
改
築
事
業
や
佐
敷
小
学
校

プ
ー
ル
改
築
事
業
及
び
馬
天
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
築
事
業
、馬
天
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業

に
着
手
し
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
学
校
給
食

共
同
調
理
場
も
平
成
27
年
４
月
の
供
用
開
始
に

向
け
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、大
里

北
小
学
校
の
老
朽
化
に
伴
う
校
舎
移
転
改
築
事
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平成20年6月号
さしき健走会の皆さまが宮崎県高千穂町
で開催された「第20回神話の里高千穂マ
ラソン大会」へ参加し、交流を深めました。

平成20年5月号
南城市シルバー人材センターの就業
が始まりました。

平成20年4月号
船越区で52名のランナーがリレーをつな
ぎ、42.195キロを駆け抜け住民健診の受
診を訴えるイベントが行われました。

平成20年3月号
1月27日、斎場御嶽や南城市の歴史・
精神文化を学べる緑の館・セーファ
の入館者が10万人を突破しました。

平成20年2月号
海外移住者子弟研修生として、アルゼンチンよりア
リアス・エルナン・ダニエルさんが12月16日か
ら2月17日の日程で南城市を訪れました。

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、引
続
き
用
地
確
保
に
努

力
し
な
が
ら
、実
施
設
計
も
併
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
26
年
度

は
、市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
公
民
館
講
座
等

の
充
実
に
努
め
、学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、各
種
学
級
や
講
座
等
の
事
業
を
実
施

し
、市
民
の
学
習
や
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、公
民
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

の
発
表
や
交
流
の
機
会
を
設
け
市
民
の
生
き
が

い
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

各
種
団
体
の
活
動
支
援
に
つ
い
て
も
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
、青
年
会
、女
性
会
活
動
等
の
充
実
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、平
成
25

年
度
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
知
念
図
書
館
を
中
心

と
し
た
各
公
共
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
や
市
民
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
市
内
読

み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
市
民
に
広
く
開

放
し
、作
品
展
示
や
市
民
活
動
等
の
発
表
の
場

と
し
て
有
効
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、県
内
で
も

文
化
財
の
多
い
南
城
市
な
ら
で
は
の
保
存
・
活

用
の
在
り
方
に
つ
い
て「
南
城
市
歴
史
文
化
基

本
構
想
」等
の
計
画
に
基
づ
き
、調
査
や
整
備
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、南
城
市
の
誇
る
偉
人
・
尚
巴
志
の
城

と
さ
れ
る
佐
敷
城
跡
が
平
成
25
年
10
月
に
国
指

定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
尚
巴
志
を
活
用

し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に
実
施
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
で
、地
域
振
興
や
人
材
育
成
に

結
び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
遺
産「
斎
場
御
嶽
」周
辺
整
備
事
業
で

は
、こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
貴
重
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
琉
球
王
国
時
代
最

高
の
聖
地
で
あ
る
斎
場
御
嶽
の
さ
ら
な
る
保
護

と
活
用
に
つ
い
て
、こ
れ
ら
の
成
果
を
活
か
し

た
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
具
体
的
に

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、斎
場
御
嶽
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
懸

念
さ
れ
る
現
状
を
鑑
み
、そ
の
尊
厳
や
自
然
環

境
保
護
の
視
点
か
ら
、平
成
25
年
度
に
は
駐
車

場
を
閉
鎖
し
、チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
を
地
域
物
産

館
へ
移
動
す
る
こ
と
で
徒
歩
で
の
誘
導
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

市
史
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
南
城

市
史
編
集
基
本
計
画
」に
基
づ
く
調
査
・
検
証
・

執
筆
作
業
を
進
め
、現
在
実
施
中
で
あ
る「
御

嶽
・
グ
ス
ク
」、「
資
料
集　

戦
争
」の
業
務
を

よ
り
一
層
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
集
落
域
文

化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
で
は
、地
域
の
声
を

し
っ
か
り
反
映
さ
せ
、文
化
財
を
活
か
し
な
が

ら
住
民
や
観
光
客
と
の
交
流
促
進
に
結
び
付
け

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、文
化

芸
術
の
発
信
拠
点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、地
域
に
残
る
伝

統
文
化
や
芸
能
を
保
存
・
継
承
す
る
と
と
も
に
、

活
性
化
計
画
で
策
定
さ
れ
た
事
業
目
標
の
実
現

化
に
努
め
、市
民
全
体
で
取
り
組
め
る
個
性
豊

か
な
文
化
芸
術
の
創
造
活
動
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、新
た
な
音
楽

芸
術
文
化
環
境
の
高
度
化
と
多
面
的
で
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
を
図
る
た
め
、平
成

24
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
文
化
芸
術

創
造
発
信
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
事
業
を
導
入
し
、学

校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
創
造
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

今
後
も
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
文
化
行
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
が
開
館
20
周

年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
国

際
音
楽
祭
と
銘
打
っ
て
、年
間
を
通
し
て
20
周

年
冠
を
つ
け
た
記
念
公
演
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能

や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、

施
設
内
音
響
・
照
明
等
の
設
備
機
能
を
更
新
し
、

施
設
利
用
者
へ
の
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
で
、さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
に
繋
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿（
健
康
・
福
祉
）の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た

め
に
は
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
住
民
主

体
の
予
防
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に
、ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の
実
態
を
明

確
化
し
、そ
の
対
策
を
早
期
に
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
実
態
に
お
い
て
も
医
療
費
の
８
割
が

生
活
習
慣
病
で
占
め
、高
額
な
医
療
も
生
活
習

慣
病
か
ら
く
る
心
疾
患
が
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
は
継
続

受
診
率
を
高
い
水
準
で
維
持
す
る
な
ど
、わ
か

り
や
す
い
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
で
生
活

習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
２
期

の
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
も
健
康
増
進
計

画
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

集
中
的
に
配
置
さ
れ
た
保
健
師
、栄
養
士
に
よ

り
予
防
活
動
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
、母
性
並
び
に
乳

児
及
び
幼
児
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
は
、回
数
を
増
や
す

こ
と
で
参
加
者
人
数
を
少
人
数
に
し
て
、母
親

の
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。
又
、妊
婦
に
お
い
て
も
、前
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
母
親
学
級
を
引
き
続
き
開
催

し
、出
産
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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平成20年11月号
第34回島尻地区陸上競技大会で、玉
城中学校が男子優勝・女子優勝・総
合優勝の3冠を達成しました。

平成20年10月号
10年に一度の「大城シタク綱大綱
曳」が盛大に執り行われ、会場は熱気
に包まれました。

平成20年9月号
嶺井区でわら綱による綱曳きが41年ぶりに復活。
区民の皆さまは自分で案だわらの感触を噛み締め
ながら東西に分れて綱曳きを行いました。

平成20年8月号
緑の館・セーファの開館1周年を記
念して、斎場御嶽から出土された金
の勾玉が初公開されました。

平成20年7月号
つきしろ区の新城辰夫さんが特定健診受診とメタ
ボリック症候群の撲滅を訴えるため「一人沖縄一周
マラソン」に挑戦し、見事完走しました。

生
活
習
慣
と
因
果
関
係
の
あ
る
ガ
ン
に
つ
い

て
、「
胃
ガ
ン
」、「
肺
ガ
ン
」、「
大
腸
ガ
ン
」、

「
子
宮
頸
ガ
ン
」、「
乳
ガ
ン
」各
ガ
ン
検
査
の
一

部
補
助
を
実
施
し
、引
き
続
き
女
性
特
有
の
ガ

ン
に
対
し
て
は
、特
定
年
齢
を
対
象
者
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
検
診
率
の
向
上
と
ガ
ン
予
防

の
早
期
発
見
の
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、各
種
の
定
期

予
防
接
種
の
推
進
と
接
種
率
の
向
上
等
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
新
た
な

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
も
、国
の
方
針
に
基
づ

き
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、行
動
計

画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、前
年
に
引
き
続

き
、一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
健
康
教
室
等
の

開
催
、公
園
等
へ
の
健
康
器
具
の
設
置
及
び
児

童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
、保
健
指

導
等
を
実
施
し
、そ
の
効
果
等
を
調
査
検
証
し

な
が
ら
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活
動
を
支

援
し
、食
生
活
改
善
推
進
員
及
び
健
康
づ
く
り

推
進
員
を
核
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、財
政
基
盤
の
構
造

的
な
弱
さ
か
ら
、依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
、国
保
財
政
の
健
全
化
に
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、保
険
税
の
収
納
対
策
の
強
化
を
図
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、平
成
25
年
度
か
ら
一
人
に
つ
き
一
枚

の
個
人
カ
ー
ド
の
保
険
証
切
り
替
え
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
被
保
険
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、沖
縄
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、長
寿
健
康

診
査
等
の
受
診
及
び
保
険
料
の
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、無
年
金
者
の
発
生

を
抑
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
年
金
事
務
所（
年

金
機
構
）と
の
協
力
・
連
携
を
密
に
し
、広
報
活

動
に
よ
る
年
金
制
度
の
周
知
徹
底
や
窓
口
で
の

年
金
相
談
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、納
付
意
識
の
啓
発
に
努
め
、さ
ら
な
る
納
付

率
の
向
上
を
め
ざ
し
、無
年
金
者
予
備
軍
の
対

象
者
に
つ
い
て
は
、保
険
料
免
除
勧
奨
等
の
助

言
を
行
う
こ
と
で
年
金
受
給
権
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
で
あ
り
ま

す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
、健
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、「
南
城
市

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画（
後
期
計

画
）」に
掲
げ
る
各
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、平
成
26
年
度
は
、子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
に
基
づ
き
、市
民
の
子
育
て
支
援
策
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
た「
南
城
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
書
」を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

保
育
所
に
つ
い
て
は
、市
立
保
育
所
、法
人
保

育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、延
長
保
育
事

業
、特
定
保
育
事
業
、障
害
児
保
育
事
業
等
、保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、子
育

て
に
つ
い
て
、保
護
者
へ
の
育
児
相
談
や
指
導

及
び
地
域
活
動
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
に
対
す
る
牛
乳
代
、米
代
、

お
か
ず
及
び
お
や
つ
代
、検
診
費
等
の
補
助
基

準
に
加
え
、引
き
続
き
賠
償
責
任
保
険
料
を
補

助
す
る
と
と
も
に
、認
可
化
を
希
望
す
る
保
育

施
設
に
対
し
て
は
、積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
児
保
育
に
つ
い
て
は
、保
育
士
の
加

配
や
臨
床
心
理
士
等
に
よ
る
巡
回
指
導
を
実
施

し
、保
護
者
、保
育
園
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
児
に
つ
い
て
は
、「
相
談
・
療
育
」

の
場
と
し
て
、平
成
24
年
度
に
開
設
し
た「
親
子

通
園
事
業
所
・
は
っ
ぴ
～
」の
充
実
強
化
を
図

り
、発
達
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で「
知
念
保
育
所
」、「
佐
敷
第
一
保
育
所
・

佐
敷
第
二
保
育
所
」、「
船
越
保
育
所
」、「
玉
城

保
育
所
」が
民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
民

間
活
力
を
図
る
た
め
、市
立
わ
か
ば
保
育
所
の

平
成
27
年
４
月
１
日
の
民
営
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、市
立
保
育
所

及
び
法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、平
成
26
年
度
か
ら
認
可
外
保
育
施

設
の
認
可
化
を
希
望
す
る
保
育
施
設
に
対
し

て
、認
可
化
移
行
支
援
事
業
を
推
進
し
、そ
れ
に

伴
う
受
け
入
れ
児
童
の
拡
大
を
進
め
、待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児
童
館
に
つ
い
て
は
、児
童
に
健
全
な
遊
び

を
通
し
て
、健
康
を
増
進
し
、情
操
を
豊
か
に
す

る
施
設
と
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
充
実
し
た
活

動
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、市
内
７
児
童
館
が

さ
ら
に
連
携
し
、運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
運
営
費
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
公
的
施
設
移
行
促
進
事
業
で
の
小
学

校
敷
地
内
へ
の
施
設
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、障
が
い
児
巡
回
指
導
を
実
施
し
、

児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、仕
事
と
育
児
を
両

立
で
き
る
よ
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、新
た
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
市
内
の
小
児
科
専
門
医
療
機

関
に
お
い
て
、病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
福
祉
に
つ
い
て
は
、児

童
扶
養
手
当
の
支
給
、ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医

療
費
助
成
や
母
子
及
び
父
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、母
子
家
庭

等
の
生
活
支
援
や
子
育
て
支
援
を
行
な
い
、生

活
の
負
担
を
軽
減
し
、児
童
の
健
全
な
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、入

院
医
療
費
の
対
象
年
齢
を
中
学
卒
業
ま
で
、通

院
医
療
費
に
つ
い
て
も
対
象
年
齢
を
３
歳
か
ら

小
学
校
就
学
前
ま
で
実
施
し
、子
育
て
世
代
の
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平成21年4月号
南城市内のスポットを動画で楽しめる「南城ナ
ビ・ムービーコンシェルジュ」が初お披露目。
がんじゅう駅・南城で除幕式が行われました。

平成21年3月号
夜間でも健診が受けられる「ナイト
健診」が試験的に始まりました。

平成21年2月号
戦時中の佐敷国民学校の学童疎開先であった宮崎
県高千穂町。近年はマラソンなどの市民交流も盛
んな高千穂町と姉妹都市提携盟約を結びました。

平成21年1月号　
グスクロード公園にて第1回南城市
まつりが開催され、市内外から多く
の人が訪れました。

平成20年12月号
オクラの作付面積・収穫量ともに県
1位の南城市。オクラの拠点産地と
して県から認定されました。

負
担
軽
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
内
容
の
拡
充
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、今
後
も
国
の
制
度

方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
児
童
虐
待

や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

に
つ
い
て
は
、家
庭
児
童
相
談
員
、女
性
相
談

員
の
体
制
を
継
続
し
、児
童
相
談
所
等
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、未
然
防
止
や
早
期
発
見

に
努
め
る
と
と
も
に
、出
産
、育
児
、家
庭
の
悩

み
等
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
業
務
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、沖
縄
県
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社

会
づ
く
り
条
例
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計

画
」に
基
づ
い
た
自
立
支
援
給
付
等
や
地
域
生

活
支
援
事
業
お
よ
び
障
害
者
虐
待
防
止
、成
年

後
見
人
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、障
が
い
者
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
の
強
化

を
図
り
、相
談
支
援
体
制
の
充
実
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
南
城
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
や
自
治
会
及
び
南
城
市
社

会
福
祉
関
係
機
関
団
体
連
絡
会
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、高
齢
者
等
、要
支
援
者
に
対
す
る
地
域

支
え
合
い
、見
守
り
活
動
等
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

  

ま
た
、社
会
問
題
化
し
て
い
る
高
齢
者
虐
待

や
権
利
擁
護
に
つ
き
ま
し
て
も
、高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
や
介
護
支
援
専
門

員
連
絡
会
等
と
の
連
携
強
化
や
夜
間
、休
日
に

お
け
る
相
談
体
制
を
整
え
、虐
待
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
が
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
支
援
事
業

に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等
を
充
実

し
、高
齢
者
の
孤
独
感
解
消
及
び
社
会
活
動
参

加
を
通
し
た
介
護
予
防
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、認
知
症
予
防
施
策
に
つ
い
て
は
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
市
内
高
齢
者

福
祉
施
設
と
の
連
携
を
図
り
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
育
成
や
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

で
、認
知
症
の
早
期
発
見
、重
度
化
防
止
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る
災
害
時
支

援
に
つ
い
て
は
、要
援
護
者
の
把
握
を
継
続
し
、

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、支
援
体

制
の
整
備
及
び
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

南
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、敬
老
会
の
開

催
や
各
種
主
催
事
業
へ
の
協
力
等
、老
人
ク
ラ

ブ
の
組
織
強
化
に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導
監
査
に
つ
い
て

は
、市
内
に
あ
る
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
施
設
、

保
育
所
等
の
社
会
福
祉
法
人
を
対
象
と
し
て
、

法
令
に
基
づ
い
た
法
人
運
営
・
事
業
経
営
が
な

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
平
成
25
年
度
に
県
か

ら
権
限
移
譲
さ
れ
監
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
社
会
福
祉
法
人
へ
の
公
平
性
、中
立
性
、効

率
性
及
び
事
務
の
平
準
化
の
確
保
を
図
る
た

め
、平
成
26
年
度
か
ら
４
市（
糸
満
市
、浦
添
市
、

豊
見
城
市
、南
城
市
）に
よ
り
南
部
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
へ
事
務
委
託
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。市

民
と
相
互
理
解
を

深
め
る
交
流
の

ま
ち
づ
く
り

今
日
ま
で
本
市
は
、地
域
間
交
流
や
国
際
交

流
を
様
々
な
形
で
取
り
組
み
、交
流
事
業
を
通

じ
て
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
や
課
題
を
知
り
、そ

れ
を
解
決
し
な
が
ら
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

地
域
の
自
立
や
発
展
に
繋
げ
て
き
ま
し
た
。

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
は
、姉
妹
都
市
・

宮
崎
県
高
千
穂
町
と
の
交
流
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。「

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、「
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
全
国
大
会　

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ　

Ｍ
Ａ
Ｘ　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」を
南
城
市
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
し
、各
実
行
委
員
会
と
連
携
を
は
か

り
、更
な
る
内
容
の
充
実
、魅
力
の
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、平
成
25
年
度
も
県
の

進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
連
携
し

て
、３
チ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致

す
る
こ
と
が
で
き
、「
南
城
市
」の
名
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

児
童
・
生
徒
に
夢
を
与
え
、選
手
と
市
民
が
交

流
を
持
て
る
よ
う
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
等

の
本
市
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

南
城
市
が
誇
る
ヌ
ー
バ
レ
ー
、ハ
ー
リ
ー
、豊

年
祭
な
ど
の
地
域
の
祭
り
や
伝
統
行
事
に
つ
い

て
は
、保
存
・
継
承
を
支
援
し
、地
域
の
魅
力
と

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、災
害
時
等

の
き
め
細
か
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
」に
つ
い
て

は
、平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
難
聴
地

域
の
改
善
を
行
い
、運
営
事
業
者
と
の
相
互
協

力
関
係
を
高
め
な
が
ら
、市
民
参
画
に
よ
る
地

域
の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
、快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

南
城
市
型
都
市
計
画
に
移
行
し
、風
致
地
区

や
特
定
用
途
地
域
制
度
も
広
く
市
民
に
周
知

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
下
、平
成
26
年
度
も
市
街
地
の

用
途
地
域
指
定
や
地
域
活
性
化
を
考
慮
し
た
土

地
利
用
再
編
を
計
画
的
に
実
施
し
、さ
ら
に
南

部
東
道
路
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
お
け
る
拠
点
地
形
成
に

取
り
組
み
、地
域
特
性
・
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
た
土
地
利
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、景
観
法
に
基
づ
く
、景
観
ま
ち
づ
く
り

条
例
が
制
定
さ
れ
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
条
例
を
基
に
、各
地
域
の

景
観
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

土
地
利
用
計
画
や
景
観
計
画
等
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、市
民
等
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

南
城
市
の
道
路
網
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
道

３
３
１
号
、主
要
県
道
及
び
南
部
東
道
路
を
核
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平成21年9月号
さしきウィンドアンサンブルの皆さ
んが、新開公園で夕涼みコンサート
を開催しました。

平成21年8月号
久高島の歴史に新しい未来。久高島小中学校
新校舎の落成式と小中学校100周年記念祝
賀パレードが開催されました。

平成21年6月号
「チャレンジデー 2009」。今年は徳島県
三好市と富山県砺波市を相手に実施さ
れ、見事、南城市が勝利しました。

平成21年6月号
次世代に引き継ぎたい全国の有人島の景観を
選ぶ『島の宝100選』に、奥武島の「トゥビイ
チャーを干す風景」が選ばれました。

平成21年5月号
6月1日、文化芸術振興をまちづくりの
柱に掲げる南城市のシンボル『シュガー
ホール』が15歳の誕生日を迎えます。

と
し
た
、効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
、市
全

域
の
一
体
化
や
連
携
・
交
流
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

国
道
３
３
１
号
の
整
備
に
つ
い
て
は
、交
通

安
全
を
最
優
先
に
、佐
敷
津
波
古
交
差
点
か
ら

新
里
間
に
お
い
て
、交
差
点
改
良
が
実
施
さ
れ
、

道
路
拡
幅
に
つ
い
て
も
実
施
予
定
で
あ
り
、交

通
環
境
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
が

図
ら
れ
ま
す
。
継
続
中
の
中
山
地
区
改
良
に
お

き
ま
し
て
も
、ト
ン
ネ
ル
工
事
が
継
続
中
で
あ

り
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
早
期
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
、国
道
３
３
１
号
、主
要
県
道
に
か
か
る
整
備

必
要
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、要
請
活
動
を
行

い
な
が
ら
早
期
整
備
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
内
幹
線
道
路
の
南
風
原
田
原
線
、南
風
原

福
原
線
、西
原
南
風
原
線
、大
里
南
小
学
校
線
、

喜
良
原
新
里
長
作
原
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

将
来
的
な
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、南

城
市
道
路
網
整
備
計
画
に
基
づ
き
、地
域
住
民

の
意
向
や
優
先
度
を
確
認
し
な
が
ら
、補
助
事

業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

都
市
公
園
整
備
に
お
き
ま
し
て
は
、大
里
城

趾
公
園
の
管
理
棟
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、

施
設
を
有
効
活
用
し
て
、地
域
文
化
の
継
承
や

地
域
内
交
流
の
推
進
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、平
成
28
年
度
の
事
業
完
了
に
向

け
て
、公
園
進
入
路
の
新
規
採
択
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
営
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、老
朽
化
が
著

し
い
こ
と
か
ら
、南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
い
て
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、老
朽
化
が
著
し
い
沖

縄
県
住
宅
供
給
公
社
が
管
理
す
る
嶺
井
団
地
の

建
て
替
え
に
向
け
て
、公
社
並
び
に
沖
縄
県
に

要
請
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、生
活
路
線
の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
バ
ス
事
業
の
経
営
及
び
市
の
バ
ス
事
業

者
へ
の
負
担
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、バ
ス
の
減
回
防
止
及
び
現
路
線
の
維
持
を

図
る
た
め
、バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、児
童
生
徒

を
は
じ
め
市
民
の
交
通
手
段
の
確
保
と
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
実
験
を
引
き
続
き
行
い
、快
適
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
市
外
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
、

路
線
バ
ス
の
再
編
を
含
め
た
新
た
な
交
通
体
系

の
構
築
に
つ
い
て
、関
係
機
関
と
の
協
議
を
行

い
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、管
理
者
で
あ
る
県

と
連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
及
び
仲
伊
保
、安

座
真
、徳
仁
港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取

り
組
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、仲
伊
保
地
区
の
海
岸
護
岸
整
備
事

業
の
実
施
に
向
け
て
、県
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、佐
敷
地
区
の
活
性
化
に
向
け
て
、合
併

に
伴
う
土
地
利
用
計
画
変
更
等
を
踏
ま
え
、港

湾
計
画
見
直
し
、海
岸
道
路
、築
島
の
活
用
方
策

に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

次
に
、安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
と
下
水

道
整
備
の
強
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、南
城
市
水
道
事
業

基
盤
整
備
計
画（
中
長
期
計
画
）に
基
づ
い
て
、

各
水
道
施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
整
備
と
効
率

的
な
運
営
を
推
進
し
、安
定
的
な
供
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生

活
環
境
、河
川
・
海
な
ど
、公
共
水
域
の
水
質
保

全
を
目
的
に
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、効
率
的
な
整

備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、事
業
の
整
備
計
画
が
な
い
地

域
に
お
い
て
は
、合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
補
助

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
、加
入
促
進
に
よ
る
使
用
料
収

入
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、さ
ら
な
る
経
営
努
力

を
行
い
、健
全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、南
城
市
地

球
温
暖
化
防
止
計
画
に
基
づ
き
、市
が
行
う
事

務
及
び
事
業
に
関
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑

制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、南
部
６
市
町

の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
が
、島
尻
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、懸
案
で
あ
っ

た｢

輪
番
制｣

の
順
位
付
け
も
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
ご
み
処
理

が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、将
来
の
南
部
関
係
市
町
清
掃
組
合

の
組
織
統
合
に
よ
り
、環
境
に
配
慮
し
た
一
元

化
施
設
の
稼
働
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、市
民

へ
の
ご
み
問
題
の
意
識
啓
発
を
図
り
、４
Ｒ
活

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、サ
ザ
ン
協
を
構
成

す
る
南
部
６
市
町
連
携
に
よ
り
、更
な
る
ご
み

の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、団
体
等
へ
の
資
源
ご
み

の
集
団
回
収
事
業
報
償
金
及
び
生
ご
み
処
理
機

等
の
購
入
費
に
対
す
る
補
助
金
も
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

衛
生
的
か
つ
安
全
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る

た
め
、野
犬
対
策
、狂
犬
病
予
防
注
射
、ス
ズ
メ

蜂
の
駆
除
、ハ
ブ
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
を
す
る

ほ
か
、ヤ
ス
デ
駆
除
薬
剤
購
入
費
の
補
助
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

墓
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、墓
地
等
の
条
例
を

制
定
し
、今
後
は
条
例
及
び
南
城
市
墓
地
基
本

計
画
に
基
づ
き
、地
域
の
実
情
に
即
し
た
生
活

及
び
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
墓
地
行
政
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

火
葬
場
に
つ
い
て
は
、南
部
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
構
成
市
町
村
で
整
備
を
進
め
て
い

る
南
斎
場
が
、関
係
市
町
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
平
成
26
年
度
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、市
民

に
対
し
て
厳
か
で
人
生
の
終
焉
の
儀
式
に
相
応

し
い
施
設
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

騒
音
、振
動
、悪
臭
、汚
水
対
策
に
つ
き
ま
し
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平成22年1月号
初めて市全域合同での成人式をシュ
ガーホールで開催。500名以上の新
成人が集いました。

平成22年1月号
小谷美ら石坂イルミネーション点灯式が行わ
れ、およそ2万球のいろとりどりの灯りが地
域の皆さまの目を楽しませました。

平成21年12月号
知念半島を一つの芸術祭会場として見立てた『第2
回半島芸能祭in南城』。市内の工房やカフェなど
47 ヶ所で様々な展示や催しが行われました。

平成21年11月号
シュガーホール開館以来開催している「おきでん
シュガーホール新人演奏会」の歴代受賞者が集い

『15周年ガラコンサート』を開催しました。

平成21年10月号
ロマンチックな音と光に包まれて。
あざまサンサンビーチで「ビーチサ
イド JAZZ Night」開催。

て
は
、騒
音
・
振
動
規
制
法
、悪
臭
防
止
法
、及

び
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、関
係
機
関
と

連
携
し
て
、環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、雄
樋
川
流
域
、国
場
川
水
系
流
域
、

報
得
川
流
域
の
水
辺
環
境
の
保
全
・
浄
化
・
再

生
及
び
海
岸
線
の
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

恵
み
豊
か
な
環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、南
城
市
環
境
基
本
条
例
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、市
、事
業
者
及
び
市
民
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
下
に
、相
互
が
協
力
し
て
、環

境
の
保
全
及
び
創
造
に
取
り
組
み
、環
境
の
負

荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
一
体
感
の
醸
成
、市
の
魅

力
向
上
に
資
す
る
た
め
、今
後
は
花
い
っ
ぱ
い

運
動
、市
花
木
の
普
及
、緑
化
運
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、安
全
で
安
心
な
防
災
・
防
犯
・
救
急

体
制
等
の
整
備
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
防
災
に
つ
い
て
は
、東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
地
震
・
津
波
等
の
自
然
災
害
か
ら

市
民
を
安
全
に
守
る
た
め
、地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
新
年
度
は
津
波
対
策
と
し
て
住

民
や
観
光
客
等
の
生
命
を
守
る
た
め
、久
高
島

に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、災
害
の
未
然
防
止
、災
害
発
生
時
の
迅
速

な
対
応
を
行
う
た
め
、地
域
に
お
け
る「
共
助
」

の
核
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
復
興
支
援
の
た
め
に
被
災
自
治
体

へ
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。
消
防
・
救
急
体
制
に

つ
い
て
は
、水
難
救
助
体
制
を
強
化
す
る
た
め

島
尻
消
防
本
部
に
水
難
救
助
車
を
配
置
し
ま

す
。
さ
ら
に
、市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
、島
尻
消
防
、清
掃
組
合
、久
高
島
診
療
所

と
連
携
し
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
に
つ
き
ま
し
て
は
、南
城
市
暴
力
団
排

除
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、「
暴
力
団
を

利
用
し
な
い
」、「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」、及
び

「
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」こ
と
を
基
本
に
、市

及
び
市
民
等
が
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
協

力
し
、暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、各
種
団
体
や
警
察
署
と
連
携
し
、自

主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、子
ど
も
１
１
０
番
の

家
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
区
防
犯
協
会
を
は
じ
め
、与
那
原
警
察
署
等
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
犯
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
域
、各

種
団
体
、地
区
交
通
安
全
協
会
、警
察
署
等
と
、

よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
、街
頭
指
導
や
広
報

活
動
等
を
実
施
し
、交
通
安
全
思
想
の
普
及
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
国
道
及
び
県
道
の
信
号

機
及
び
横
断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
等
に
つ

い
て
も
、警
察
署
や
関
係
機
関
に
要
請
す
る
と

と
も
に
、道
路
環
境
の
整
備
を
促
進
し
、安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

専
門
員
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
に
つ
き
ま
し

て
は
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど
の
問
題
解
決

に
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、消

費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展
及
び
広
報
等
に
よ
る
情
報

の
提
供
を
行
い
、市
民
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
わ
な
い
た
め
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

人
の
和
が
支
え
る

市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

私
た
ち
の
沖
縄
で
は
、古
く
か
ら
各
地
域
の

中
で
、人
々
が
互
い
に
支
え
合
う
様
々
な
仕
組

み
や
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、生
活
様

式
や
価
値
観
の
多
様
化
と
都
市
化
の
進
行
に
よ

り
、人
と
人
と
の
絆
が
失
わ
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
・
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
各
地
域
に
お
い
て
地

域
住
民
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
ま
ち

づ
く
り（
地
域
づ
く
り
）が
行
わ
れ
て
き
て
お

り
、こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
地
域
力
や
市
民
力

は
、合
併
後
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き

く
活
か
さ
れ
、各
方
面
に
お
い
て
成
果
を
上
げ

て
お
り
、郷
土
や
地
域
を
愛
し
、ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
市
民
の
志
気
の
高
さ
は
、本
市
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、「
つ
き
し
ろ
自
治
会
」が
今
年

２
月
に
受
賞
し
た「
平
成
25
年
度
総
務
大
臣
表

彰
」は
、地
域
住
民
の
熱
い
思
い
と
実
行
力
の
結

晶
で
あ
り
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

市
と
し
ま
し
て
も
、地
域
主
導
の
見
本
と
し
て

心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
で
は
現
在
、地
域
力
の
向
上
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の「
ム
ラ

ヤ
ー
構
想
」を
掲
げ
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
も
、引
き
続
き
市
民
と
の
協
働
に

よ
り
同
構
想
を
推
進
し
、更
な
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、自
治
会
、市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
活
動
支
援
を
行
い
、市
民
の
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、市
民
の
側
か
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る「
な
ん
じ
ょ
う

地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」と
の
連
携
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
、協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
講
演
会
や
市
内
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
開
催
な
ど
、ま
ち
づ
く
り
に
幅
広
い

層
の
市
民
が
参
加
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
、市

民
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、積
極
的
な
市
民
参
画
や
市
民
の
創
意

工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、提
案
型
助

成
事
業「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」を
継
続
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。　
　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、市
民
が

市
の
魅
力
や
課
題
を
知
り
、主
体
的
な
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た

め
、市
民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、「
ハ
ー
ト
の
地
形
」に
込
め
ら
れ
た

市
民
の
想
い
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、ハ
ー

ト
の
ま
ち
南
城
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
ん
じ
ぃ
」を
活
用
し
た
市
民
の
一
体
感
の
醸

成
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
き
ま

し
て
は
、広
報
誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、さ

ら
にFacebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、多
く
の
市
民
か
ら
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
民

に
親
し
ま
れ
る
情
報
配
信
に
努
め
、情
報
共
有

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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平成22年7月号
「第16回おきでんシュガーホール新人演奏会」で市
内出身者が初の快挙。南城市百名出身の重島清香
さん（メゾ・ソプラノ）がグランプリ受賞!!

平成22年6月号
市内の若手芸能家が中心に結成したおきたん
有志会と市民が出演する時代舞踊歌劇「約束」
がシュガーホールで公演されました。

平成22年5月号
南城市観光協会がいよいよ本格始
動。 事務所となる「がんじゅう駅・
南城」で看板設置式が行われました。

平成22年4月号
南城市役所本庁舎となりの「番所公園」で手づくり
市「ゆんたく庭（なー）」が開催され、参加者はお昼休
みのひと時をのんびり過ごしました。

平成22年3月号
沖縄のサトウキビの収穫時期「製糖
期」。大里北児童館で自然体験「キビ
たおし」教室が行われました。

人
権
擁
護
行
政
に
つ
い
て
は
、人
権
擁
護
委

員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、人
権

の
確
立
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制
の
強

化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、

南
城
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
を
市
民
協
働

で
推
進
す
る
た
め
、南
城
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
と
の
共
同
企
画
運
営
に
よ
り
、な
ん

じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
を
継
続
開
催
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、審
議
会

及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
対
策
つ
い
て
は
、Ｄ
Ｖ
予
防
啓
発
パ
ネ

ル
展
等
を
実
施
し
、Ｄ
Ｖ
予
防
の
啓
発
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
行
政
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、地

方
分
権
改
革
の
進
展
に
よ
り
多
く
の
事
務
権
限

が
移
譲
さ
れ
、市
町
村（
自
治
体
）の
裁
量
権
が

拡
充
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

各
市
町
村（
自
治
体
）に
お
い
て
は
、自
ら
の

判
断
と
責
任
に
よ
り
、地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、地
域
活
力
の
向
上
に
向
け
た

施
策
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、市
で
は
、こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革

大
綱（
一
次
・
二
次
）に
基
づ
き
、効
果
的
で
効

率
的
な
行
政
改
革
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
、第
二
次
行
政
改
革
大
綱
の

最
終
年
次
と
な
る
こ
と
か
ら
大
綱
に
掲
げ
た
内

容
の
状
況
を
確
認
し
、新
た
な
大
綱
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、合
併
の
際
に
交
わ
さ
れ
た
協
定
の

４
項
目
目
に
あ
る
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
新

た
な
部
署
を
設
置
し
、早
期
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、よ
り

一
層
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、市
役
所

の
総
合
行
政
機
能
の
強
化
・
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
自
主
的
・

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
市
行
政
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

戸
籍
事
務
に
お
い
て
は
、電
算
入
力
の
一
部

民
間
委
託
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
に
実
施
し

た
戦
災
滅
失
戸
籍
等
沖
縄
関
係
書
類
の
電
算
化

と
併
せ
て
、人
の
基
本
的
な
身
分
事
項
等
、個
人

情
報
の
適
切
な
保
存
と
証
明
発
行
へ
の
迅
速
な

対
応
及
び
事
務
効
率
の
改
善
を
実
現
し
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。職

員
の
定
員
管
理
、資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
適
切
な
定
員
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、人
員
も
コ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
を
よ
り
意
識
し
た
戦
略
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
い
、限
ら
れ
た
人
員
で
よ
り
効
率
的
に

業
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、職
員

と
し
て
の
高
い
専
門
性
と
市
民
感
覚
や
経
営
感

覚
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、自
治

大
学
校
、沖
縄
県
、沖
縄
総
合
事
務
局
、沖
縄
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
を
は
じ

め
、各
種
研
修
会
へ
の
職
員
派
遣
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、平
成
26
年
度

か
ら
２
年
間
、専
門
性
の
高
い
人
材
を
招
聘
す

る
た
め
に
農
林
水
産
省
と
の
相
互
交
流
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、市
役
所
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、職
員
の
健
康
増
進

と
士
気
の
高
揚
、組
織
の
活
性
化
及
び
公
務
能

率
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、多
様
化
、高
度
化
す
る

行
政
需
要
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
組

織
づ
く
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合
併
当
初
、市
税
全
体
調
定
額
は
約
24
億

７
千
万
円
で
し
た
が
、平
成
26
年
度
の
当
初
調

定
額
は
約
31
億
円
に
届
く
勢
い
で
す
。
南
城
市

の
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
の
収
入
確
保
を
図

る
た
め
、平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、課
税
部
門

に
お
い
て
は
公
平
か
つ
適
正
な
課
税
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、収
納
部
門
に
お
い
て

は
、合
併
当
初
、市
税
全
体
の
収
入
済
額
が
約

21
億
６
千
万
円
で
し
た
が
、平
成
24
年
度
決
算

は
約
28
億
円
弱
と
、目
標
で
あ
っ
た
徴
収
率
を

達
成
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
年

度
分
、過
年
度
分
、合
計
の
３
項
目
全
て
で
２
年

連
続
し
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
達
成
で
き
る
よ

う
尚
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
に
は
消
費
税
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、納
税
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、納
税
は
国
民
の
義

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
と
も
那
覇
県
税
事

務
所
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、徴
収
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

市
税
等
の
収
入
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。滞

納
者
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
24
、25
年
度

と
、２
年
連
続
し
て
那
覇
県
税
事
務
所
と
合
同

で
不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
も
自
主
納
付
を
基
本
と
し
て
、臨
戸
訪
問
納

付
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、悪
質
な
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、税
負
担
の
公
平
・
公
正
を
期

す
る
た
め
、動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
や

不
動
産
公
売
等
の
実
施
を
積
極
的
に
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
コ
ン
ビ

ニ
収
納
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
納
付
環
境
の
改
善
に
努

め
、自
主
納
付
の
促
進
、納
期
内
納
付
及
び
収
納

率
向
上
を
目
指
し
、滞
納
整
理
を
積
極
的
に
進

め
、効
果
的
・
効
率
的
な
徴
収
体
制
を
維
持
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り

南
城
市
に
お
け
る
伝
統
芸
能
・
自
然
・
文
化
・

歴
史
・
産
業
、そ
し
て
、人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

の
地
域
資
源
は
、世
界
へ
誇
れ
る
高
い
魅
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
、国
内
を
は
じ

め
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま
で
、

多
言
語
を
活
用
し
た
観
光
案
内
サ
イ
ン
及
び
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、

自
動
翻
訳
機
能
を
活
用
し
た
多
言
語
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
籍
ご
と
の
ア
ク
セ
ス
状
況
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平成22年12月号
奥武島で５年ごとに行われる島最大のお祭り「観音堂祭」が
とり行われました。観音堂祭では島の人々が総出で、島の守
り神である観音堂に感謝をささげます。

平成22年11月号
8月、仲伊保区ではみんなで遊休地にひまわりの種を植えま
した。 満開を迎えたひまわり畑は、通路が迷路状になって
いて、区民の憩いの場となりました。

平成22年10月号
「第5回青年芸能フェスタ in 南城」が今
年もグスクロード公園を会場に開催！ 
南城青年パワーが大さく裂しました。

平成22年9月号
移転・新校舎が完成する予定の大里南小学校。
古い高宮城校舎にお礼を言おうと見学会が催
され、多くの卒業生が訪れました。

平成22年8月号
新里区にある仲本さん宅の庭に、色
とりどりの七夕飾りがお目見えし話
題となりました。

等
を
解
析
し
な
が
ら
、言
語
の
追
加
等
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

近
年
増
加
が
著
し
い
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
対

策
と
し
て
、観
光
情
報
や
文
化
財
情
報
等
の
多

言
語
配
信
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、市
観
光
協
会
と
連
携
を
密
に
し
て
、外

国
語
を
話
せ
る
人
材
等
を
育
成
し
、市
内
周
遊

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
、地
域
全
体
で
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

糸
数
壕（
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
）は
、協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
中
、糸
数
区
の
協
力
を
得

て
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、地
域
力
・

住
民
力
を
生
か
し
更
な
る
体
制
整
備
を
維
持

す
る
た
め
、平
成
26
年
度
か
ら
糸
数
自
冶
会
へ

指
定
管
理
者
制
度
を
実
施
し
、平
和
学
習
の
拠

点
と
し
て
、修
学
旅
行
の
児
童
生
徒
や
多
く
の

人
々
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
行
く
た
め
、糸

数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
ガ
イ
ド「
ゆ
う
な
の
会
」の

協
力
の
も
と
、糸
数
壕
の
壕
外
も
含
め
た
安
全

面
の
強
化
と
平
和
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。本

県
に
お
い
て
は
、戦
後
68
年
余
が
経
過
し

て
も
、な
お
、米
軍
基
地
等
か
ら
派
生
す
る
事

件
・
事
故
に
脅
か
さ
れ
、騒
音
被
害
等
に
苦
し

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、普
天
間
基
地

の
早
期
返
還
や
辺
野
古
移
設
問
題
な
ど
で
県
民

の
心
が
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、依
然
、厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
基
地
負
担
軽
減

の
た
め
の
行
動
を
市
民
・
県
民
と
と
も
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
の
恒
久
平
和
は
人
類
共
通
の
願
い
で

す
。
本
市
で
は
、平
和
へ
の
願
い
を
未
来
に
向

け
継
承
し
て
い
く
た
め
、８
月
10
日
を「
南
城
市

民
平
和
の
日
」と
定
め
、広
く
市
民
に
平
和
の
尊

さ
及
び
平
和
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、映
画

の
上
映
会
や
講
演
会
等
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、平
和
に
向
け

た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
、平
和
を
発

信
し
て
い
く
た
め
、引
き
続
き
平
和
祈
念
事
業

を
実
施
し
、恒
久
平
和
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、人
材
の
育
成
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は「
人
」で
あ
り
、「
地
域

づ
く
り
は
人
づ
く
り
」の
理
念
の
下
、各
種
団
体

や
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、地
域
に
対
す

る
強
い
愛
着
と
誇
り
、豊
か
な
個
性
と
感
性
を

併
せ
持
っ
た
、多
彩
な
分
野
で
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト（
人
材
）の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
多
様

な
人
材
を
、地
域
の
資
産
と
し
て
、人
材
バ
ン
ク

や
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り
、ま
ち

づ
く
り
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
活
用
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て

以
上
、申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、施
策
を
実
行

す
る
た
め
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、

　
　

一
般
会
計　

１
９
，７
１
８
，０
０
０
千
円

　
　

特
別
会
計　
　

７
，４
６
０
，３
８
５
千
円

　
　

企
業
会
計　
　

１
，２
６
８
，５
４
２
千
円

　
　

総　
　

計　

２
８
，４
４
６
，９
２
７
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、土
地
利
用
の
見
直

し
、市
民
が
納
税
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
税

徴
収
体
制
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、当
初
予
算
に
お
け
る
地
方
税
等
の
自
主

財
源
比
率
は
23
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、地
方

交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、事
業
の
必
要
性
、緊
急
性
等
に
つ

い
て
横
断
的
に
検
討
し
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、世
界
遺
産「
斎
場
御
嶽
」ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
整
備
事
業
、尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
実
施
事
業
、優
良
繁
殖
牛
リ
ー
ス
支
援
事
業

等
、７
つ
の
新
規
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、内
閣

府
の
内
諾
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、内

諾
後
に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
え
の
満
額
保
障
期
間
で
あ
る
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
後
、平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間

に
お
い
て
、普
通
交
付
税
上
乗
せ
分
が
段
階
的

に
削
減
さ
れ
一
方
で
、単
年
度
に
お
け
る
公
債

費（
借
金
返
済
）は
年
々
増
加
を
し
て
お
り
、今

後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、事
務
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
行

し
、市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、将
来
に

明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
積
極
的
か
つ
効
率

的
な
施
策
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、今
ま
で
以

上
に
適
正
な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。む

す
び
に

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、地
方
分

権
改
革
に
よ
る
権
限
移
譲
に
よ
る
事
務
の
増
加

に
加
え
、行
財
政
改
革
に
よ
る
職
員
数
の
削
減

を
敢
行
す
る
一
方
で
、多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
や
行
政
需
要
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

私
は
、南
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、10
年
間
の
歳
月
が
か
か
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
１
期
目
の
４
年
間
は
、個
性
の

異
な
る
旧
町
村
を
一
体
化
す
る
た
め
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
２
期
目
の
４
年
間
は
、市
民
の
皆
様
が
夢

を
語
り
、夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
市
民
と
協
働

で
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
期
目
の

４
年
間
は
、自
然
の
恵
み
か
ら
人
々
の
知
恵
や

力
に
至
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
地
域
の
資
源
と
共

に
あ
り
続
け
る「
共
存
の
ま
ち
」。
子
育
て
も
、

お
年
寄
り
の
手
助
け
や
見
守
り
も
、ま
ち
全
体

で
支
え
合
う「
共
助
の
ま
ち
」。
日
々
の
営
み
の

成
果
を
分
か
ち
合
い
、ま
ち
の
活
力
と
成
長
を

共
有
す
る「
共
栄
の
ま
ち
」を
目
指
し
、10
年
後

に
自
立
で
き
る「
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
」の
実
現
に
向
け
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市
長
就
任
３
期
目
に
あ
た
り
、初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
、

市
政
運
営
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
、市
民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
こ
れ
か
ら

も
推
進
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、所
信

の
一
端
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、市
民
の
皆
様
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
４
日

南
城
市
長　

古　

謝　

景　

春
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平成23年5月
南城市誕生5周年を記念し、知念地区と
玉城地区の元区長（平成19年度）の皆さ
んが市内を駅伝で一周しました。 

平成23年4月号
東日本大震災で被災した福島県相馬市から物的支
援の要請があり、南城市では、約３００万円相当分
の支援物資を配送しました。

平成23年3月号
南城市誕生5周年記念事業、第1回
南城市民ミュージカル「太陽の門」が
公演されました。

平成23年2月号
南城市陸上競技場の落成を記念し
て、式典と初めての市民運動会が開
催されました。

平成23年1月号
祝20回!!津波古区にある古民家風の建
物、通称「かやぶちやー」で毎年恒例の

「小さな文化祭」が開催されました。

犬を飼っている方は
必ず狂犬病予防注射を受けさせましょう。
狂犬病は犬だけの病気ではありません !
人にも感染し、発症した場合はほぼ１００％死に至るとても怖い病気です。犬の飼い主は狂犬病予防法に
て生後３カ月以上の犬に一生涯一度の登録と、年一度の狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
お住まいの区域と別日・別所でも注射を受けることができます。

☆各区集合注射の日程（場所は各字公民館等で行います。）
4 月 26 日（土）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間
山　里 9:10 ～ 9:30 中　山 9:00 ～ 9:20
志喜屋 9:40 ～ 10:30 奥　武 9:30 ～ 10:30
親慶原 10:40 ～ 11:50 志堅原 10:40 ～ 11:10
垣　花 13:10 ～ 13:40 堀　川 11:20 ～ 11:50
仲村渠 13:50 ～ 14:20 富　里 13:10 ～ 13:40
百　名 14:30 ～ 15:05 當　山 13:50 ～ 14:20
新　原 15:15 ～ 15:35 屋嘉部 14:30 ～ 14:50
玉　城 15:45 ～ 16:00 糸　数 15:00 ～ 15:30

喜良原 15:40 ～ 16:00

5 月 17 日（土）
実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間
大　城 9:00 ～ 9:40 津波古 9:00 ～ 10:30
目取真 9:50 ～ 10:20 屋比久 10:45 ～ 11:15
湧稲国 10:30 ～ 10:50 外　間 11:25 ～ 11:50
稲　嶺 11:00 ～ 11:50 佐　敷 13:10 ～ 14:00
真境名 13:10 ～ 13:40 手登根 14:10 ～ 15:00
稲　福 13:50 ～ 14:10 伊　原 15:10 ～ 15:30
グリーンタウン 14:20 ～ 15:50

5 月 10 日（土）
実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間
船　越 9:00 ～ 10:00 島　袋 9:00 ～ 9:30
前　川 10:10 ～ 11:00 福　原 9:40 ～ 10:10
愛　地 11:10 ～ 11:50 当　間 10:20 ～ 10:50
西　原 13:10 ～ 13:30 仲　程 11:00 ～ 11:20
南風原 13:40 ～ 14:00 大里団地 11:30 ～ 11:50
平　良 14:10 ～ 14:30 銭　又 13:10 ～ 13:40
古　堅 14:40 ～ 15:00 平　川 13:50 ～ 14:20
嶺井団地 15:10 ～ 15:30 高宮城 14:30 ～ 14:50
嶺　井 15:40 ～ 16:00 ニュータウン 15:00 ～ 15:30

5 月 24 日（土）
実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間
つきしろ 9:00 ～ 10:00 具志堅 9:10 ～ 9:30
新　里 10:10 ～ 11:10 知　念 9:40 ～ 10:20
小　谷 11:20 ～ 11:50 吉　富 10:30 ～ 10:50
新　開 13:10 ～ 14:10 久手堅 11:00 ～ 11:20
兼　久 14:20 ～ 14:50 安座真 11:30 ～ 12:00
冨祖崎 15:00 ～ 15:30 知　名 13:10 ～ 13:50

海　野 14:00 ～ 14:20
久　原 14:30 ～ 14:50
仲伊保 15:00 ～ 15:30●継続注射手数料

狂犬病予防注射料金	 2,650 円
注射済票交付手数料	 550 円
　　合　　計	 3,200 円

●再交付手数料
犬の鑑札再交付手数料	 1,600 円	
注射済票再交付手数料	 340 円

●新規登録の手数料及び注射手数料
登録手数料	 3,000 円
狂犬病予防注射料金	 2,650 円
注射済票交付手数料	 550 円
合計	 6,200 円

※犬の登録は生涯に一度だけです。まだ、登録を済まされてない方は登録手数料が必要です。　
※飼い犬の変更や飼い犬が死亡した場合、市役所生活環境課までご連絡をお願いします。
※注射料金の改定（値上げ）については、沖縄県獣医師会までお問い合わせください。☎８５３ー８００１

【お問合せ】生活環境課（大里庁舎）　☎９４６ー８９８１

動物病院名 住　　所 連　絡　先
ほんだ動物病院 与那原町字与那原 3062 098 － 944 － 2427

ひろみ動物クリニック 与那原町字与那原 3587 098 － 946 － 9311
さくらペットクリニック 南風原町与那覇 507 － 1 098 － 888 － 1525

くどう動物病院 南風原町字兼城 587 － 2 098 － 888 － 3514
赤瓦動物病院 八重瀬町字屋宜原 186 098 － 998 － 1006

動物病院 22 時　豊崎医院 豊見城市与根 510 － 3 098 － 840 － 6622
ピュアペットクリニック 那覇市繁多川 4－ 22 － 1 098 － 884 － 8161
ヒマワリ動物病院 那覇市牧志 1－ 19 － 13 098 － 869 － 1645
こにし動物病院 那覇市赤嶺 2－ 1－ 7 098 － 859 － 5240

南の往診獣医さん※往診専門獣医 南風原町本部 468 － 1 － 305 098 － 987 － 1413

☆下記の動物病院でも狂犬病予防注射、済票交付及び登録等の手続を行うことができます !!

※狂犬病予防注射の料金については各病院によって異なる場合があります。

な ん じ ぃ メ モ
第23回　シュガー♪フリーマーケット
日時：5月4日（日）9：00〜12：00
場所：シュガーホール駐車場（国道側）
出店料：500円（要予約/40組限定）

主催：シュガーホール助っ人
倶楽部　問合せ＆申込み：
090-3790-6639（平田）
※雨天時中止
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平成23年10月号
知念中学校の野球部が４つある県大会のう
ち、3冠を達成。その偉業を讃えて、祝賀会
が知念社会福祉センターで行われました。 

平成23年9月号
周囲を海に囲まれた絶景スポット

「知念岬公園」で大観月会が催されま
した。

平成23年8月号
南城市が誕生してから5年。市制施
行５周年の記念式典と祝賀会がシュ
ガーホールで開催されました。

平成23年7月号
子どもたちの絵を通して世界が平和になることを願った
プロジェクト「世界一大きな絵・2012 PEACE DAY IN 
OKINAWA 南城市 3」が開催されました。

平成23年6月号
ユインチホテル南城を発着点に「第
1回 ECOスピリットライド in 南城
市」が開催されました。

【お問合せ】 総務課（玉城庁舎） ☎ 948－7111【お問合せ】 都市建設課（玉城庁舎） ☎ 948－2141

【お問合せ】 島尻消防、清掃組合 ☎９４８－７０７０

【お問合せ】 生活環境課（大里庁舎） ☎ 946－8981

　無料法律相談を実施します。身近な法律に関するお
悩み（例えば、遺産相続についてなど）についてお気軽に
ご相談ください。
＜４月の相談日＞
日　時　４月１０日（木）１４：００～１７：００
場　所　大里庁舎２階　福祉部　相談室
＜５月の相談日＞
日　時　５月８日（木）１４：００～１７：００
場　所　佐敷文化センター（シュガーホール）　
　　　　２階　洋会議室
■相　談　員　顧問弁護士　
■相談対象者　南城市内に在住の方　

※事前電話予約可能
（相談日の１ヶ月前から受付します。）
（月～金 9：00 ～ 12：00 13：00 ～ 17：00 祝祭日除く。）
※相談人員は毎月、事前予約にて１０名に達し次第、受
付終了となりますので、ご了承ください。

無 料 法 律 相 談市営住宅空家待ち入居者募集
【団地所在地】
市営百名団地（玉城字百名626～ 647-3）　
市営ワンヂン原団地（知念字久手堅754-2 ～ 819-3）
市営久高団地（知念字久高103-1）

【申込期間】
４月７日（月）～３０日（水）まで

【申込方法】
　南城市役所都市建設課（玉城庁舎２Ｆ）及び南城市役
所各庁舎市民課窓口に備え付けの入居及び空家待ち申
込書に必要事項を記入し、都市建設課へ直接申込みして
ください。申請書の仮審査の後、合格者に抽選会の案内
を通知します。

【空家待ち資格登録期間（有効期限）】
空家待ち資格決定後～平成27年３月３１日まで

❖お詫びと訂正❖
　ごみ収集体制変更のお知らせで配布しました家
庭ごみの正しい分け方・出し方のポスターについ
て、字句の誤りがありましたのでお詫びして訂正
いたします。

もやすごみの細かい枝・草葉類の出し方
( 正 )	
※およそ長さ５０㎝以内、直径５㎝以内のものを
重量１０㎏未満で束ね、指定の袋に入れて出して
下さい。
( 誤 )
※およそ長さ５０㎝以内、直径５㎝以内のものを
重量１０㎏未満で束ねるか、指定の袋に入れて出
して下さい。

【お問合せ】 生活環境課　☎９４６－８９８１

南城市玉城火葬場閉鎖時期の事前お知らせ
南城市では、平成19年度から南部広域圏内3市3町（糸満市、豊
見城市、南城市、南風原町、八重瀬町、与那原町）において、広域的
な斎場（南斎場）建設に取り組んでおり、平成26年度中に供用を
開始する予定です。
それに伴い、市内で運営している南城市玉城火葬場の閉鎖時期
について、南斎場供用開始後約1ヵ月の周知期間をもって閉鎖す
ることを決定しましたのでお知らせいたします。
南城市玉城火葬場閉鎖の正確な日時及び広域斎場（南斎場）の
情報等については、南斎場供用開始日が確定次第皆様にお知らせ
いたします。

し尿処理施設清澄苑搬入停止のお知らせ
島尻消防、清掃組合し尿処理施設清澄苑は、施設機械の老朽化
に伴い大規模な工事を行っております。工事に伴い次の期間はし
尿処理運転を停止しますので、し尿の搬入ができません。停止期
間中は清掃業者への依頼はご遠慮していただきますようご協力
をお願いいたします。
停止期間：４月22日（火）～５月６日（火）まで

な ん じ ぃ メ モ

那覇空港自動車道（南風原南IC〜豊見城IC間）
で４車線開通したなん。
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平成24年3月号
大里北児童館で春風トシローさんによる手品教室が行われ
ました。ちょっとした工夫で大きな不思議が生まれる手品
を、子どもたちは一生懸命習得していました。

平成24年2月号
元日に南城市へ訪れる皆さんをもてなそうと、なんじょう市
民大学や南城市観光協会の有志で、日の出イベント「あがい
てぃーだ（上がり太陽）」が催されました。 

平成24年1月号
ハートの地形をした南城市から新しい「心」の発信。
南城市役所へ婚姻届を提出された皆さんに無料で
オリジナルの「結婚記念証」を進呈！ 

平成23年12月号
西日本最大のハーフマラソン大会となった

「尚巴志ハーフマラソンin南城市」。第10回
目の記念大会が開催されました。

平成23年11月号
10月12日〜 16日に世界の県系人が集い開催され
た「第5回 世界のウチナーンチュ大会」。南城市で
も歓迎の夕べが玉城中央公民館で行われました。 

【お問合せ】長寿健診／大里庁舎 国保年金課 ☎９４６－８９６１
　 特定健診／大里庁舎 健康増進課 ☎９４６－８９８７

「長寿県」復活を南城市から
～平成 26 年度　特定健診等のお知らせ～

　受診については年齢や加入医療保険（保険証）で違いがありますので、下記の表でご確認をお願いします。
また、受診の方法は、下記日程で実施する集団健診と、病院や医療機関センターなどで実施する個別健診
があります。都合の良い方法で受診してください。

特
定
健
診
日
で
も
受
診
可
能
で
す

月　日  曜日 健　診　会　場
7 月 3 日 木 久高）離島振興総合センター

7 月 29 日 火 佐敷）老人福祉センター
8 月 1 日 金 知念社会福祉センター
8 月 6 日 水 玉城）中央公民館

8 月 12 日 火 大里）総合保健センター
8 月 18 日 月 佐敷）老人福祉センター

9 月 3 日 水 大里）総合保健センター
9 月 19 日 金 玉城）中央公民館

対
象
者
で
あ
れ
ば
ど
の
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
。
都
合
の
い
い
日
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

月　日  曜日 健　診　会　場
5 月 1 日 木 大里）総合保健センター
5 月 8 日 木 玉城）中央公民館

5 月 18 日 日 大里）総合保健センター
5 月 23 日 金 佐敷）老人福祉センター
5 月 27 日 火 玉城）中央公民館
5 月 29 日 木 知念社会福祉センター
6 月 15 日 日 大里）総合保健センター
6 月 22 日 日 佐敷）老人福祉センター
6 月 27 日 金 知念社会福祉センター
6 月 29 日 日 玉城）中央公民館

7 月 3 日 木 久高）離島振興総合センター
7 月 8 日 火 佐敷）老人福祉センター

7 月 13 日 日 大里）総合保健センター
7 月 15 日 火 玉城）中央公民館
7 月 23 日 水 佐敷）老人福祉センター
8 月 22 日 金 大里）総合保健センター

9 月 9 日 火 大里）総合保健センター
9 月 18 日 木 玉城）中央公民館
10 月 5 日 日 佐敷）老人福祉センター

10 月 16 日 木 大里）総合保健センター
10 月 19 日 日 知念社会福祉センター
11 月 30 日 日 大里）総合保健センター

集団長寿健診 受付時間：８時30分から11時まで

加入医療保険と健診の関係

集団健診での各検査料金表

集団特定健診 受付時間：８時30分から11時まで

加入医療保険

年度末年齢
（平成 27 年度
3 月 31 日時点

年齢）

特
定
健
診

（
基
本
健
診
）

各種がん検診 追加検査（任意）

肺
が
ん
検
診

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

肺
が
ん
検
診

（
喀
痰
）

大
腸
が
ん
検
診

（
便
潜
血
）

胃
が
ん
検
診

（
バ
リ
ウ
ム
）

心
電
図

眼
底

貧
血
検
査

前
立
腺

が
ん
検
査

生活保護受給者 20 歳以上

無料

無料 無料 無料 無料

500 円 300 円 300 円 2,060 円

国保・社保 20 歳～ 39 歳 200 円 700 円 500 円 1,000 円

国保
40 歳～ 69 歳 200 円 700 円 500 円 1,000 円
70 歳～ 74 歳 無料 無料 無料 無料

社保被扶養者
40 歳～ 69 歳

受診券参照
200 円 700 円 500 円 1,000 円

70 歳～ 74 歳
無料 無料 無料 無料

後期高齢者 75 歳以上 無料

な ん じ ぃ メ モ
第３回クラフトフェアin南城
期日：4月18日（金）、19日（土）、20日（日）
会場：南城市総合体育館（玉城）
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平成24年8月号
「スピードなんじっキロ？？」當山子
供会の皆さまが交通安全を呼びかけ
る手作り看板を設置しました。 　

平成24年7月号
年間40万人の観光客や参拝者が訪れる世界
遺産・斎場御嶽で初めて火災発生を想定した
総合救助防災訓練が実施されました。 

平成24年6月号
知念小学校の5年生がJAおきなわ知念支店青壮年
部といっしょに育てたジャガイモとニンジンを特
別擁護老人ホームしらゆりの園に寄贈しました。

平成24年5月号
市の人口が合併後はじめて41,000
人を突破!!人口増加に向けて南城市
の快進撃が始まります!!

平成24年4月号
南城市環境クリーン指導員の主催による佐敷
干潟のクリーン清掃が行われ、地域住民や各
種団体約40名が参加しました。

【お問合せ】南城市中央公民館　☎９４８ー７３２０

【お問合せ・提出先】まちづくり推進課（玉城庁舎）　☎９４８ー７１１０
ＦＡＸ：８５２ー６００４  E-mail: machi@city.nanjo.okinawa.jp

講　座　名 場　　所 日　　程 時　　間 対象（定員） 費　用 募集期間

パソコン 入門編 中央公民館
Ⓐ：6/3 ～ 6
Ⓑ：6/10 ～ 13
Ⓒ：6/17 ～ 20

（全て火～金）
10:00 ～ 12:00 一般（14 名） 無料

4/25 ～
5/15

しまくとぅば教室 中央公民館 6/4・11・18・25・
7/2（水） 19:00 ～ 21:00 一般（20 名） 無料

陶芸教室 中央公民館 6/10（火） 14:00 ～ 17:00 一般（20 名） 2,000 円
（2 作品）

クラフト教室 中央公民館 6/17・24・7/1（火） 14:00 ～ 16:00 一般（20 名） 材料費

※パソコン講座は、Ⓐ・Ⓑ・Ⓒのいずれかの日程を選択してください。

受講の申し込みは、『募集期間』内に、下記の場所に設置されている『申込用紙』に必要事項
を記入の上、『応募箱』に投函してください。（応募者が定員を超えた場合は抽選）

 ①中央公民館（玉城）  ②大里庁舎（3 階 教育指導課）
 ③知念出張所  ④佐敷出張所

公 民 館 講 座 受講生大募集!!

上
あ

が り 太
て ぃ ー だ

陽 プ ラ ン 事 業 （ 募 集 ）
～ 市 民 提 案 型 ま ち づ く り 活 動 助 成 事 業 を 募 集 ! ! ～  

平成
26年度

募集期間　4月1日（火）～ 5月9日（金）17時

　地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとする事業
を提案した自治会、市民団体を応援します。団体に事業を提
案していただき、書類審査、プレゼンテーション審査を行い
ます。その結果、優秀な提案事業を行う団体に対して５０万
円を上限として助成します。

【応募方法】
　提出書類を記入の上、下記に提出。
　要項・様式は、玉城庁舎（まちづくり推進課）、大里庁舎（総
合案内）、佐敷・知念庁舎（市民課）にて配布しています。
また、南城市役所ホームページ上でダウンロードできます。

上がり太陽プラン事業説明会
（平成25年度成果発表会）開催

平成26年度実施の上がり太陽プラン事業に
ついての事業説明と平成25年度採択された4
団体の成果発表会を開催いたします。平成26
年度応募を予定されている方、市民協働に興味
がある方、是非御参加ください。

【場所】南城市玉城庁舎2階ホール
【日時】4月20日（日）午後2時～

な ん じ ぃ メ モ
みんなで運動した住民参加率を競う
「チャレンジデー」は５月28日に決定！
対戦相手は島根県雲南（うんなん）市だなん。
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平成25年1月号
「おはようございます!!」南城市商工会青年部
となんじぃが、神の島・久高島の久高小中学
校であいさつ運動を行いました。

平成24年12月号
大里南小学校で、全校児童でお世話になって
いる地域の方々に日頃の感謝の気持ちを伝え
る「ありがとう集会」が行われました。 

平成24年11月号
第2回南城市まつり。２日目の目玉「第７回
青年芸能フェスタ in 南城」がスタート。若者
達の熱いパワーが伝統芸能で炸裂しました。 

平成24年10月号
第2回南城市まつり開催。1日目の「お新下り」では
聞得大君の世の平安を願うかけ声とともに人々が
天を仰ぎ、夜空には大輪の花火が咲き誇りました。

平成24年9月号
奥武島で4年に1度、オリンピックの年に開
催される「東徳前オリンピック」。県内外から
240名の親族が集いました。

【お問合せ】 生きがい推進課・地域支援係（大里庁舎）
☎９４６－８９８５ 

【お問合せ】 生きがい推進課（大里庁舎）
☎９４６－８９８５

【お問合せ】 社会福祉課（大里庁舎）
☎９４６－８９９６

【お問合せ】 教育指導課（大里庁舎）　
☎９４７－６０１７

南城市に暮らす６５歳以上の高齢者を対象に、こ
れからも元気で介護が必要とならないための介護予
防教室を下記のとおり新設しました。参加希望の方
は生きがい推進課までお申込み下さい。

○ストレッチ＆マシントレーニング事業
○水中運動教室事業
※事業の参加対象者は「運動をする上で身体上問題

のない方」などの条件があります。
詳しくは担当までお問い合わせください。

【募 集 期 間】５月１日（木）～
【実 施 場 所】ユインチホテル南城
  カーブス南城大里

【利 用 料】一部負担あり
※送迎なし

戦中・戦後期に学校で授業が受けられ
なかった方々で、もう一度、小学校または
中学校で勉強してみたいという方に学ぶ
機会を提供する事業です。

（１）受講対象者は当時の社会の状況や家庭の事情など
により十分に義務教育を受けられなかった方々で
す。なお、受講料は無料です。

（２）市内の希望する小学校、中学校で、週１～３日程度
子どもたちと一緒に希望する学習ができます。

（３）受講する学年や教科などは、受講者と教育委員会、
学校で相談して希望に添うようにします。

随時受付中。詳しくは下記までお問い合わせください。

平成26年4月から
下記のとおり手当の月額が変更となります。

特別障害者手当 26,080円 ⇒ 26,000円

障害児福祉手当 14,180円 ⇒ 14,140円

福祉手当(経過措置分) 14,180円 ⇒ 14,140円

任期は平成２６年２月１日～平成２８年１１月３０日

65歳以上の介護予防教室
～平成 26 年度南城市地域支援事業～

特別障害者手当等を
受給されている
皆さまへ

民生委員・児童委員の
仲間が増えました

「もう一度勉強したい！」
高齢者の皆様へ

〜平成２６年度リカレント教育受講者募集〜

新たに、お２人の方が追加委嘱されました
（他地区の方は１月号の広報に掲載）

久　高
内間	メイ子

船　越
屋 嘉 部 	 淳

(平成25年10月 (平成26年4月～ )
　 ～平成26年3月）
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平成25年6月号
シュガーホールの野外広場「つきしろ広
場」で歌のタスキを繋いで被災地を応援
する「音楽駅伝」が開催されました。

平成25年5月号
南城市内を巡りながら、怪盗バチカンジャーが盗もうとしている南城市
の大切な物が何かを推理しよう！という初めてのイベント「ミステリー
ツアー in Nanjo2013」が開催されました。

平成25年4月号
3年の間に校区内で2人の幼い命が奪われた
ことを受けて、馬天小学校で交通安全標語の
立て看板づくりが行われました。 

平成25年3月号
国際通りでなんじぃプロデュースの
結婚式が行われ、会場には祝福の笑
顔がひろがりました。

平成25年2月号
沖縄の伝統的な子ども凧「カーブ
ヤー」の手づくり体験が行われ、潮風
を受けた凧は天高くあがりました！

【お問合せ】 国保年金課　☎９４６－８９６１

【お問合せ】 国保年金課　
☎９４６－８９６１

【お問合せ】 沖縄県後期高齢者医療広域連合
管理課（保険料係）　☎９６３－８０１２

70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上2割となっ
ていますが、特例措置でこれまで1割負担とされていま
した。平成26年度から、より公平な仕組みとするため、
この特例措置が見直されることとなりました。見直し
に当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じるこ
とのないよう、平成26年4月2日以降70歳の誕生日を
迎える方から段階的に実施されることとなりました。

●平成26年4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方　
　　→窓口負担１割
●平成26年4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方
　　→窓口負担２割（70歳の誕生月の翌月から）
※一定の所得がある方は、これまでどおり3割負担です。

平成26・27年度の保険料率については、約26億円の
剰余金見込額を活用し、据え置きとすることが決定され
ました。

また、保険料の賦課限度額については、57万円に改め
られました。

70 ～ 74歳の方の
国保窓口負担が見直しされます

後期高齢者医療制度（75歳以上）
平成26・27年度の保険料率改定について

平成26・27年度保険料率（平成20年度より据え置き）
所得割率 均等割額

8.80％ 48,440 円

保険料賦課限度額
平成26年度（改正後） 平成25年度（改正前） 前年度比

57万円 55万円 +2万円

知っていてほしい！ みんなの国保
わが国は、すべての人がいずれかの医療保険に加入しなければいけないことになっています（国民皆保険制度）。あなたはど

の医療保険に入っていますか？
国民健康保険（国保）はその医療保険のひとつです。国保では、職場などの健康保険などとは異なり、加入するときもやめると

きも、届け出を各自の責任で行わなければなりません。また、国保では世帯ごとに加入し、世帯主
4 4 4

が各種届け出や保険税の納付
などをすることになります。世帯主が、職場などの健康保険に加入しているなど、世帯主自身が国保の加入者ではない場合で
あっても、同様です。

保険証は、病気などでお医者さんにかかるときに必要な、国保に加入している大切な証明書です。取扱いに気をつけ、国保に
加入するときややめるとき、その他の変更があるときは、すみやかに届け出をしましょう。

国保への届け出は14日以内に！

例）加入するとき
★国保税は、加入の届け出をした月からではなく、資格を得た月までさかのぼって保険税を納めなければならなくなります。（遡

及課税）
★国保の保険証がなかった期間の医療費は、全額自己負担となります。（加入届け出を行わなかったことが、やむを得ない理由

による場合を除く）
例）やめるとき
★国保の加入資格がないにもかかわらず、手元にある国保の保険証をうっかり使って医療を受けてしまった場合は、国保が負担
した医療費（9割～ 7割）をあとで返していただくことになります。

★ほかの健康保険に入っても、国保にその旨を届け出しなければ、国保の保険税も課税され続け、ほかの健康保険の保険料と二
重支払いの負担が生じてしまいます。

届け出が遅れると
こんなトラブルが…

な ん じ ぃ メ モ

４月から消費税率は８％。
あなたの医療・年金・介護・子育てを守るなん♥
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平成25年11月号
健康劇で大ブレーク!!結成15周年
の劇団賞味期限『願寿世果報と死神』

『おばぁドクター』

平成25年10月号
心地よい涼風が吹く中、シュガー
ホール野外ステージにて8'th Jazz 
in Nanjoが開催されました。 

平成25年9月号
第2回あざまサンサンビーチのメイ
ンイベントにて、「なんじぃガール」
が誕生しました。

平成25年8月号
沖縄の稲作発祥の地とされる受水走
水にて、百名小学校の５年生が田植
えの体験をしました。

平成25年7月号
板馬多目的広場にて、知名区のふる
さと百選認定及び板馬多目的広場落
成式・祝賀会が行われました。

【お問合せ】 南城市役所　大里庁舎　国保年金課　☎０９８－９４６－８９６１
 浦添年金事務所　国民年金課　　　　☎０９８－８７７－０５１１

国民年金保険料の免除・納付猶予・学生納付特例
～４月からさかのぼって免除等申請できる期間が拡大されます～

平成26年4月から法律が改正され、申請時点から2年1 ヶ月前までの期間について、さかの
ぼって免除等を申請できるようになります。具体的には、次の表の平成23年度分、平成24年
度分について4月以降にあらためて免除等を申請することができるようになります。

【免除等の申請可能期間と前年所得の関係】※平成26年4月時点

年　度
免除等の申請が可能な期間 審査の対象となる

前年所得一般免除・納付猶予 学生納付特例

平成23年度分 平成24年3月～ 24年6月 平成24年3月 平成22年中所得

平成24年度分 平成24年7月～ 25年6月 平成24年4月～ 25年3月 平成23年中所得

平成25年度分 平成25年7月～ 26年6月 平成25年4月～ 26年3月 平成24年中所得

平成26年度分 平成26年7月～ 27年6月（注1） 平成26年4月～ 27年3月 平成25年中所得
（注１） 平成２６年度分は、平成２６年７月になってから申請ができます。

◎申請時の注意点
1．年度毎に申請書の提出が必要です。

1枚の申請書で申請できるのは一般免除では7月から翌年6月まで、学生納付特例では4月から翌年3
月までの1年度分です。複数年度の申請を希望する場合は年度毎の申請書の提出が必要です。

2．過去の所得で審査します。
申請する年度に対応する前年所得（上の表のとおり）に基づき審査を行います。

3．平成26年4月以降、すみやかに申請してください。
過去分の免除等の申請は、申請が遅れると次のとおり申請できる期間が短くなります。
平成26年4月に免除等を申請→平成24年3月まで申請が可能
平成26年5月に免除等を申請→平成24年4月まで申請が可能

お願い
平成26年4月から、2年1 ヶ月前までの期間について免除等の申請ができるようになりますが、申
請が遅れると、万一の際に障害基礎年金などを受け取れない場合があります。
一般の免除申請は、毎年7月～ 8月までの間に、学生納付特例の申請は、毎年4月～ 5月までの間に
すみやかに申請していただきますようお願いします。
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平成26年4月号
広報なんじょうはおかげさまで100
号になりました。

平成26年3月号
なんじぃが率いる「100人のなんじぃ
隊」が国際通りをパレードし、ハートの
まち南城市の魅力をＰＲしました。

平成26年2月号
つきしろ自治会が県内自治会で初と
なる「地域づくり総務大臣表彰」を受
賞しました。

平成26年1月号
横浜DeNAベイスターズからドラフト3位で指名さ
れた亜細亜大学の嶺井博希選手が、母校の玉城中学
校へ凱旋し、後輩へ向けて講演会を開催しました。

平成25年11月号
南城市の観光・物産販売の拠点となる

「南城市地域物産館」がオープンし、落成
式典が華々しく行われました。

地域で働くプロに聞く。
久高中学校『職業人に学ぶ会』

久高中学校にて、
市内で働くお仕事の
プロの話を聞いて、
将来の職業について
考えるキャリア教育

『職業人に学ぶ会』が
開催されました。

南城市商工会青年部の皆さんが朝のあいさつ運動で久
高島小中学校を訪れたことがきっかけで実現した今回の

『職業人に学ぶ会』には、24名の生徒の皆さんが参加しま
した。 講師は、南城市商工会で働く宮城康行さん、大里で
整骨院を営む柔道整復師の金城勇太さん、同じく大里で民
間車検会社を営む自動車整備士の大城浩さんの3名です。

大城さんは「学生の期間だけ勉強するのではなく、社会
に出てからも勉強することがたくさんあります。やって
みたい仕事や好きな職業に就くためには、基礎学力が必要
となってくることが多いです。社会に出てから困らない
ように、今のうちにしっかり勉強してください」と勉強の
大切さを語りました。

2年生の糸数浩人さんからの「仕事をやってうれしいこ
とは何ですか」という質問に対して、3人とも共通して「お
客様から感謝の言葉をもらった時」と同じ答えが返ってき
ました。

大城さんは「夢は少しずつ変わっていきます。急ぐ必要
はなく、今のうちからじっくり考えて、自分の好きな仕事
を見つけてください」とエールを贈りました。

大里北小学校基本計画答申
大里北小学校の移築に関する基本計画審議委員

会より同計画についての答申がありました。施設
内容を含む答申を受けた高嶺教育長は「子ども達
のためにも良い学習環境を作っていければと思い
ます」とあいさつしました。

市教育委員会では、夏休みを含む21日間、アメ
リカの大学で行う短期留学（語学研修）参加者を募
集します。
※市より補助金制度あり。

【募集期間】
4月1日（火）～ 30日（水）
※興味・関心のある生徒及びその保護者へ説明会
の開催を4月18日（金）に予定しています。

【応募資格】
市内在住の中学生・高校生

（平成26年4月2日以降も引き続き在住する方）
【募集人員】
20名　中学生（15名）／高校生（5名）

【応募方法】
教育指導課にて配布する募集要項をご覧下さい。
詳細は市ホームページへの掲載を予定しております。

平成26年4月から
下記のとおり手当の月額が変更となります。

児童扶養手当(全部支給) 41,140円 ⇒ 41,020円

児童扶養手当(一部支給) 41,130円 ⇒ 41,010円

  ～ 9,710円 ～ 9,680円

特別児童扶養手当(1級) 50,050円 ⇒ 49,900円

特別児童扶養手当(2級) 33,330円 ⇒ 33,230円

(平成25年10月 (平成26年4月～)
　 ～平成26年3月）

【お問合せ】 児童家庭課　☎９４６－８９９５【お問合せ】 教育指導課（大里庁舎） ☎947－6017

( 特別 ) 児童扶養手当を
受給されている皆さまへ

世界に羽ばたけ！南城っ子
〜平成26年度　中学生・高校生海外短期留学生募集〜

な ん じ ぃ メ モ
広報なんじょう100号記念展開催!!　
期間：5月7日（水）〜13日（火）
会場：大里庁舎　1階　エントランスホール



元気市民
市民活動・生涯学習

元気市民 【市民活動・生涯学習】

南城ライフ
くらし・環境

南城ライフ 【くらし・環境】

子育てサロン
保育・教育

子育てサロン 【保育・教育】

経済ラボ 【産業・観光】

ふくふく福寿
福祉・健康

ふくふく福寿 【福祉・健康】

わいわい広場 【各種団体・市民からの情報】 わいわい広場
各種団体・市民からの情報

経済ラボ
産業・観光

X=-3.00 Y=0.00
移動距離+Y30

【書き手】
シュガーホール芸術監督

中村　透

●

―

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
国
際
音
楽
祭― Vol.8
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Eメール

市民が主催するイベント・サー
クル等の情報を掲載いたしま
す。要項に従い、下記メールに
て情報をお寄せください。

要項：２００文字以内。日時、場
所、主催またはお問合せ先を明
記の上、お送りください。収益性
の高い情報については掲載でき
ない場合もあります。発行月の
前月１５日までに送付ください。

　

2L 1L3L

南
城
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議
会　

平
成
26
年
度
総
会
＆
健
康
講
演
会

日
時
：
４
月
16
日（
水
）総
会 

17
時
半

健
康
講
演
会 

18
時
頃

場
所
：
南
城
市
役
所
大
里
庁
舎
３
階

講
堂

演
題
：「
人
生
に
為
に
な
る
講
話
＝

健
康
」

講
師
：
比
嘉
良
雄
先
生（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

沖
縄
放
送
局
局
長
）

2L 1L3L

ク
ワ
ト
ロ
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
時
：
４
月
26
日（
土
）10
時
～
14
時

頃場
所
：
糸
数
区
総
合
グ
ラ
ン
ド（
玉

城
字
糸
数
44
）

定
員
：
１
年
生
コ
ー
ト（
20
名
）　

２

年
生
コ
ー
ト（
20
名
）　

３
年
生
コ
ー

ト（
20
名
）

料
金
：
各
５
０
０
円（
定
員
あ
り
）

問
合
せ
・
申
込
：
ハ
ー
ト
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル（
ト
ウ
ヤ
マ 

ツ
カ
サ
）☎
０
８
０
ー

６
４
９
６
ー
８
０
１
０

heart.s.s.12@
gmail.com

http://heart-ss.com/index.shtml

2L 1L3L

モ
ズ
ク
の
商
標
名
募
集

南
城
市
産
モ
ズ
ク
を
県
内
外
へ
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
た
め
に
①
・
②
の
名
称

を
募
集
し
ま
す
。①
完
熟
モ
ズ
ク
：

市
販
さ
れ
て
い
る
塩
も
ず
く
で
保
存

に
優
れ
加
工
品
と
し
て
重
宝
。
地
域

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募

集
し
ま
す
。
②
七
分
モ
ズ
ク
：
風
味

が
良
く
収
穫
時
期
及
び
収
穫
量
が
限

定
さ
れ
る
希
少
モ
ズ
ク
。
鮮
度
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間
：
４
月
末
日
ま
で

問
・
応
募
：
知
念
漁
業
共
同
組
合 

０
９
８
ー
９
４
７
ー
６
６
１
６　

＊
採
用
者
に
は
海
の
幸
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

2L 1L3L

第
８
回 

さ
し
き
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

定
期
演
奏
会

日
時
：
５
月
10
日(
土)
18
時
開
場　

（
18
時
30
開
演
）

場
所
：
南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
シ
ュ

ガ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料
：
５
０
０
円（
南
城
市
内
の

小
中
学
生
は
、特
別
料
金
１
０
０
円

に
て
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
）

主
催
：
さ
し
き
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

問
合
せ
：
☎
０
９
０
ー
９
７
８
９
ー

６
５
４
７（
知
念
）http://w

w
w

.
geocities.jp/sashiki_w

ind/

多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
が
こ
の
４
月
で
二
十
歳

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
音
楽
家

は
、今
や
県
内
だ
け
で
な
く
、東
京
や
全

国
各
地
で
、ま
た
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど

の
海
外
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
を
訪
れ
た
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も

多
く
の
国
か
ら
独
自
の
文
化
を
運
ん
で
き

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
国
は
、ア
メ
リ
カ
、南
米
の
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
、ア
ジ
ア
で
は
モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
、中

国
、ラ
オ
ス
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、パ
キ
ス
タ
ン
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

は
ド
イ
ツ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、オ
ー
ス
ト
リ

ア
、フ
ラ
ン
ス
、オ
ラ
ン
ダ
、ベ
ル
ギ
ー
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、遥
か
な
ア
フ
リ
カ
か
ら
は

ス
ー
ダ
ン
。
昨
年
夏
に
は
、モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
か
ら
の
太
鼓
奏
者
も
や
っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
ら
海
外
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
た
ち

は
、シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、市
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
や
学
校
で
も
独
自

の
芸
術
文
化
を
目
の
当
た
り
に
披
露
し
、

市
民
と
の
同
じ
目
の
高
さ
で
交
流
を
重
ね

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
は
、南
城
市
の
国
際

交
流
の
窓
口
に
も
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

し
か
も
交
流
の
ツ
ー
ル
は
、生
身
の
身
体

に
刻
ま
れ
た
民
族
独
自
の
生
き
た
文
化
で

す
。
言
葉
を
超
え
た
身
体
の
表
現
は
、ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
も
大
得
意
と
す
る
と
こ

ろ
。
政
治
・
経
済
と
は
一
味
ち
が
う
、人

と
人
と
の
国
境
を
超
え
た
魂
の
共
鳴
の
場

を
、二
十
周
年
記
念
を
機
会
に
シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
の
南
城
市
に
復
活
し
て
い
き
た
い

と
願
い
、今
年
の
文
化
事
業
を
企
画
中
で

す
。
ど
う
ぞ
、期
待
し
て
下
さ
い
。
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シュガーホール…………………………………………☎947-1100
長寿健診………………………………………………☎946-8961
特定健診・がん検診・予防接種・母子保健事業………☎946-8987

消費生活相談……………………………………………☎946-8981
（毎週火曜 大里庁舎２階 10時～12時・13時～16時）

こころとからだの健康相談……………………………☎880-0576
（毎週月・火・木・金曜 地域活動支援センター 12時～16時）

54 南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー
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南城市清明祭（シー
ミー）

上がり太陽プラン事
業説明会（⇒ p17）

みどりの日
シュガー♪フリーマー
ケット（⇒ p14）

さしきウインドアンサ
ンブル定期演奏会

（⇒ p22）

こどもの日

昭和の日

振替休日

健康講演（⇒ p22）
３歳児健診

広報なんじょう100
号記念展(～13日)
( ⇒ p21)

無料法律相談
（⇒ p15）
１歳６ヶ月児健診

7ヶ月児健康相談

特定健診スタート
（⇒ p16）

無料法律相談
（⇒ p15）
1 歳 6ヶ月児健診
特定健診（⇒ p14）

第３回クラフトフェア
in南城（～ 20日）

（⇒ p16）

あざまサンサンビー
チ海開き
４ヶ月児健診
１０ヶ月児健診

狂犬病予防接種
（⇒ p14）
クワトロサッカー大会

（⇒ p22）

憲法記念日

狂犬病予防接種
（⇒ p14）
４ヶ月児健診
１０ヶ月児健診

【お問合せ】 税務課（大里庁舎） ☎９４８－７１２４

平成26年度
「固定資産税第１期」の
納付について
 納期限：平成26年4月30日（水） 
4月は固定資産税第1期の納付月となっております。
納め忘れのないよう早めの納付をお願いします。
※口座振替の方は残高の確認をお願いします。
　尚、振替日は4月21日です。

( 平成 26 年 3 月 11 日時点 )
※地方税法では、税負担の公平性を期すため、督促状を発してから10日を経過

した日までに納付されない時には、滞納者の財産を差し押えなければならな
いと規定しています。

※南城市でも地方税法に基づき、納付がない方については財産差押を行ってい
ます。早めの納付をお願いします。

平 成 2 5 年 度 差 押 執 行 件 数

預貯金 給与・
年金 不動産

自動車
（内タイヤ
ロック8件）

生命
保険

不動産
公売 その他 合  計

327
件

4
件

28
件

8
件

0
件

3
件

9
件

379
件

❖ご芳志ありがとうございました❖　寄付者　南城市建築設計『一水の会』様
「東日本大震災への義援金」有り難うございました。貴重な寄付金は本市を通じて被災者を支援するために活用させていただきます。
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901-0695 南
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城
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富
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ま
ち

づ
く

り
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進
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098）852-6004　
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【女】 20,678人（+8）　【男】 21,074人（-1）　【世帯数】 15,335戸（+18）　2014年2月末日（外国人登録含む）
南城市の人口（前月比）【計】 41,752人（+7）

観光に関するお問い合わせ
市内スポット紹介
東御廻り.com

南城市観光協会    TEL.948-4611
各サイトに関するお問い合わせ
観光商工課             TEL.946-8817http://www.agariumai.com/

南城市ウェルネス事業
南城スタイル
http://www.nanjo-wellness.com/

南城市特産品販売
しまプラザ
http://www.shimaplaza.com/

図書館カレンダー 5月

3日:憲法記念日　4日:みどりの日
5日:こどもの日 6日：振替え休館日(知念・玉城)

●
●
●

◆
●

◆
◆
◆

日 月 火 水 木 金 土

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

●
●
●
●

◆
●

◆
◆
◆
◆

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

29日：昭和の日
30日：振替え休館日(大里・佐敷)

4月 おやすみ・開館時間
定期休館日

平  日：午前9時～午後6時
土・日：午前9時～午後5時
※大里・佐敷・玉城は土・日の12時から13時は
　休憩時間のため閉館します

毎週月曜日

毎週火曜日

◆知念・玉城図書館

●佐敷・大里図書館

毎月第3木曜日

毎月第4木曜日

館内整理日
返却期限が
過ぎている
本は早めに
返却お願い
します。

今
年
度
の
海
外
移
住
者
子
弟
研

修
生
と
し
て
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ

り
来
県
し
て
３
ヶ
月
の
研
修
を
終

え
た
ア
リ
ア
ス
・
カ
ロ
リ
ナ
・
ま

さ
み
さ
ん
が
、古
謝
市
長
よ
り
修

了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

祖
父
母
が
大
里
出
身
の
ア
リ
ア

ス
さ
ん
は
、み
ん
な
か
ら『
カ
ロ

ち
ゃ
ん
』と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
、

日
本
語
を
は
じ
め
、三
線
・
エ
イ

サ
ー
・
沖
縄
料
理
・
着
物
の
着
付

け
な
ど
の
研
修
で
日
本
・
沖
縄
の

文
化
を
習
得
し
ま
し
た
。

嶺
井
団
地
青
年
会
の
皆
さ
ん
か

ら
エ
イ
サ
ー
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
カ
ロ
ち
ゃ
ん
。
実
は
６
年
前
に
、

お
兄
様
の
エ
ル
ナ
ン
さ
ん
が
海
外

移
住
者
子
弟
研
修
生
と
し
て
同
青

年
会
か
ら
エ
イ
サ
ー
を
習
い
、ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
支
部
を
結
成
し
た

こ
と
が
縁
で
、今
回
の
カ
ロ
ち
ゃ

ん
の
研
修
に
繋
が
り
ま
し
た
。

修
了
式
後
に
開
か
れ
た
の
成
果

発
表
会
で
は
、ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

顔
負
け
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。

ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
を
発
着
点
に
、

南
城
市
を
中
心
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
る
参
加
型
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト『
２
０
１
４ 

お
き
な
わ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク 

ｉ
ｎ 

南
城
市
』（
主
催
：
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　
共

催
：
南
城
市
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ラ
イ
ド
部
門
に

４
３
０
人
、ウ
ォ
ー
ク
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
部

門
に
９
５
２
人
、計
１
３
８
２
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
南
部
路
を

巡
り
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ド
部
門
で
は
朝
陽
に
染
ま
る
久
高

島
を
望
む
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
橋
を
駆
け
下

り
、ウ
ォ
ー
ク
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
部
門
で
は

景
色
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
南
城
市
に

点
在
す
る
歴
史
遺
産
を
巡
り
ま
し
た
。

カロちゃん、
がんばった！

3
9

日

疾駆！ 
＆ 遊歩〜

2
23

日


